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日本モダニズム文藝史のために

日
本
近
現
代
文
藝
史
の
新
構
想

　

本
稿
で
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
日
本
で
主
流
に
な
っ
て
い
た
「
自
然
主

義
」
対
「
反
自
然
主
義
」
と
い
う
日
本
近
代
文
学
史
の
分
析
ス
キ
ー
ム
を
完
全

に
解
体
し
、
文
藝
表
現
観
と
文
藝
表
現
の
様
式
（style

）
を
指
標
に
、
広
い
意

味
で
の
象
徴
主
義
を
主
流
に
お
い
た
文
藝
史
を
新
た
に
構
想
す
る
。
そ
の
た
め

に
、
文
藝
（literary art

）
を
め
ぐ
る
近
代
的
概
念
体
系
（conceptual 

system

）
と
そ
の
組
み
換
え
の
過
程
を
明
ら
か
に
し
、
宗
教
や
自
然
科
学
と
の

関
連
を
示
し
な
が
ら
、
藝
術
観
と
藝
術
全
般
の
様
式
の
変
化
の
な
か
で
文
藝
表

現
の
変
化
を
跡
づ
け
る
た
め
に
、
絵
画
史
に
お
け
る
印
象
主
義
か
ら
「
モ
ダ
ニ

ズ
ム
」
と
呼
ぶ
用
法
を
採
用
す
る
。
印
象
主
義
は
、
外
界
を
受
け
と
る
人
間
の

感
覚
や
意
識
に
根
ざ
そ
う
と
す
る
姿
勢
を
藝
術
表
現
上
に
示
し
た
も
の
で
あ
り
、

そ
の
意
味
で
、
の
ち
の
現
象
学
と
共
通
の
根
を
も
ち
、
今
日
に
つ
な
が
る
現
代

的
な
表
現
の
態
度
の
は
じ
ま
り
を
意
味
す
る
か
ら
で
あ
る
。

　

従
来
用
い
ら
れ
て
き
た
一
九
二
〇
年
代
後
半
か
ら
顕
著
に
な
る
新
傾
向
に
つ

い
て
は
、「
狭
義
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
」
と
呼
び
、
こ
こ
に
い
う
広
義
の
モ
ダ
ニ
ズ

ム
の
流
れ
に
、
ど
の
よ
う
な
変
化
が
起
こ
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
が
生
じ

た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
。
従
来
の
狭
義
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
を
基
準
に
す
る
な
ら
、

こ
こ
に
い
う
の
は
モ
ダ
ニ
ズ
ム
前
史
な
い
し“early m

odernism
”

（
早
期
モ

ダ
ニ
ズ
ム
）
か
ら
の
流
れ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

本
稿
は
、
次
の
三
章
で
構
成
す
る
。
第
一
章
「
文
藝
と
い
う
概
念
」
で
は
、

日
本
お
よ
び
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
文
藝
（
狭
義
の
「
文
学
」、
文
字
で
記
さ
れ
た

言
語
藝
術
）
と
い
う
概
念
に
つ
い
て
、
広
義
の
「
文
学
」
の
日
本
的
特
殊
性

─
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
語
の“hum

anities ”

の
翻
訳
語
と
し
て
成
立
し
た
も
の
だ

が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
異
な
り
、
宗
教
の
叙
述
、「
漢
文
」
と
呼
ば
れ
る
中
国
語

に
よ
る
記
述
、
ま
た
民
衆
文
藝
を
内
包
す
る

─
と
関
連
さ
せ
つ
つ
、
ご
く
簡

単
に
示
す
。
そ
の
上
で
、
そ
れ
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
一
九
世
紀
後
期
に
台
頭
し
た

象
徴
主
義
が
帯
び
て
い
た
神
秘
的
宗
教
性
を
受
容
し
、
藝
術
の
普
遍
性
、
永
遠
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“literature ”

の
中
義
（“the hum

anities ”

、
広
義
は
著
作
一
般
）
の
翻
訳
語
と

し
て
、
ま
ず
学
藝
一
般
（
広
義
）、
つ
い
で
大
学
の
文
学
部
な
ど
、「
人
文
学
」

を
意
味
す
る
「
文
学
」（
中
義
）
が
ひ
ろ
が
り
、
一
般
化
し
た
。
こ
の
中
義
が

ひ
ろ
が
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
広
義
は
ほ
ぼ
見
ら
れ
な
く
な
る
。

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
近
代
に
お
け
る“hum

anities ”

が“theology ”

に
対
す
る
も

の
で
、“national language ”

に
よ
る“polite literature ”

に
限
定
さ
れ
、

“popular literature ”

を
排
除
し
て
い
た
の
に
対
し
、
日
本
の
「
人
文
学
」
は

「
宗
教
」（
近
代
的
概
念
に
よ
っ
て
括
ら
れ
た
神
道
、
儒
学
、
仏
教
な
ど
）
の
記
述
、

“national language ”

で
は
な
い
漢
文
の
記
述
、“popular literature ”

を
も

ふ
く
む
も
の
だ
っ
た
。
そ
の
中
義
の
「
文
学
」
と
区
別
す
る
た
め
、
文
字
に
よ

る
言
語
藝
術
を
意
味
す
る
狭
義
の
「
文
学
」（
中
義
の
日
本
的
な
「
文
学
」
と
特

殊
性
を
同
じ
く
す
る
）
に
は
「
美
文
学
」「
純
文
学
」
が
用
い
ら
れ
て
い
た
。
一

九
一
〇
年
こ
ろ
、
文
壇
形
成
期
に
、
文
壇
人
た
ち
は
、
こ
の
「
純
文
学
」
を

「
文
学
」
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
る
（
2
）。

　

そ
れ
は
、
今
日
の
藝
術
一
般
を
意
味
す
る
新
造
語
「
美
術
」（
中
義
）
が
、

専
門
家
の
あ
い
だ
で
絵
画
や
彫
塑
に
限
定
さ
れ
（
狭
義
）、「
文
学
」
と
横
並
び

の
関
係
に
な
っ
た
の
と
、
論
理
的
に
も
時
期
的
に
も
ほ
ぼ
同
時
だ
っ
た
（
な
お
、

明
治
期
の
「
美
術
」
は“fine art ”

の
訳
語
と
し
て
成
立
し
た
が
、
広
義
に
は
学

藝
一
般
を
指
す
伝
統
的
な
「
藝
術
」
の
う
ち
、
高
級
な
も
の
を
指
す
「
藝
」
と

ほ
ぼ
同
じ
用
法
も
見
ら
れ
る（3
））。

　

そ
の
こ
ろ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
文
藝
の
紹
介
に
活
躍
し
た
上
田
敏
（
一
八
七
四

〜
一
九
一
六
）
ら
は
「
文
学
」
と
「
美
術
」
と
を
あ
わ
せ
て
「
文
藝
」
と
呼
ん

性
の
観
念
と
ア
ジ
ア
主
義
や
文
化
相
対
主
義
を
と
も
な
っ
て
展
開
す
る
様
子
を

概
括
す
る
。
日
本
の
象
徴
主
義
は
、
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
の
、
そ

れ
ぞ
れ
に
異
な
る
傾
向
の
象
徴
主
義
を
受
容
し
つ
つ
、
東
洋
的
伝
統
を
織
り
込

み
な
が
ら
、
多
彩
に
展
開
し
た
も
の
だ
っ
た
が
、
そ
の
核
心
に
「
普
遍
的
な
生

命
の
表
現
」
と
い
う
表
現
観
を
も
っ
て
い
た
。
こ
れ
は
国
際
的
な
前
衛
美
術
に

も
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

　

第
二
章
「
美
術
に
お
け
る
モ
ダ
ニ
ズ
ム
」
で
は
、
印
象
主
義
、
象
徴
主
義
、

ア
ー
リ
イ
・
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
流
れ
を
一
連
の
も
の
と
し
て
と
ら
え
、
そ
の
刺
戟

を
受
け
な
が
ら
、
二
〇
世
紀
前
期
の
日
本
の
美
術
が
た
ど
っ
た
歩
み
を
概
観
す

る
。

　

第
三
章
「
文
藝
に
お
け
る
モ
ダ
ニ
ズ
ム
」
で
は
、
二
〇
世
紀
前
期
の
日
本
美

術
と
並
行
す
る
文
藝
表
現
の
動
向
を
概
観
す
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
と
狭
義
の
モ

ダ
ニ
ズ
ム
の
顕
著
な
傾
向
で
あ
る
表
現
の
形
式
と
構
成
法
へ
の
強
い
関
心
と
の

連
続
性
と
断
絶
を
示
す
。
た
だ
し
、
広
義
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
中
に
は
、
も
う
ひ

と
つ
、
表
現
の
即
興
性
に
か
け
る
流
れ
も
生
ま
れ
て
い
た
。
小
説
に
お
い
て
は

「
し
ゃ
べ
る
よ
う
に
書
く
」
饒
舌
体
で
、
そ
れ
が
一
九
三
五
年
前
後
に
、
狭
義

の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
に
対
し
て
、
ポ
ス
ト
・
モ
ダ
ニ
ズ
ム
と
も
い
う
べ
き
「
こ
の
小

説
の
小
説
」
形
式
を
生
ん
で
い
た
こ
と
を
も
指
摘
す
る
（
1
）。

一
、
文
藝
と
い
う
概
念

　
「
文
藝
」
の
語
は
、
も
と
の
中
国
語
で
は
、
文
字
に
よ
る
学
藝
全
般
を
意
味

し
、「
文
学
」「
藝
文
」
と
、
ほ
ぼ
同
義
だ
っ
た
。
明
治
期
に
、
英
語
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日本モダニズム文藝史のために

て
見
て
お
く
。
こ
れ
ま
で
の
議
論
は
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
決
定
的
に
認
識
を
欠

い
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
で
は
、
二
〇
世
紀
前
期
の
文
藝
概
念
と
表
現
の

傾
向
に
つ
い
て
見
渡
し
を
え
ら
れ
る
は
ず
が
な
い
。

一
─
１　

宗
教
と
文
藝

　

日
本
の
「
文
学
」
は
、
そ
の
中
義
も
狭
義
も
、
明
治
期
か
ら
宗
教
と
密
接
に

関
連
し
て
展
開
し
て
い
た
。
英
語“literature ”

の
中
義
、
す
な
わ
ち
人
文
学

は
、
欧
米
で
は
キ
リ
ス
ト
教
神
学
や
宗
教
書
に
対
し
て
人
間
の
言
葉
と
し
て
優

れ
た
も
の
に
つ
い
て
い
う
の
が
基
本
だ
っ
た
の
に
対
し
、
日
本
の
「
人
文
学
」

は
、
神
道
、
儒
教
、
仏
教
、
道
家
思
想
な
ど
も
範
囲
に
入
れ
て
展
開
し
た
。
当

初
、
文
部
省
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
大
学
の
キ
リ
ス
ト
教
神
学
部
に
相
当
す
る

「
教
科
」
と
い
う
学
部

─
「
皇
学
」（
神
道
系
を
中
心
と
す
る
公
家
の
伝
統
的
教

養
）
と
儒
学
を
教
育
研
究
内
容
と
す
る

─
を
構
想
し
て
い
た
が
、
東
京
大
学

が
発
足
し
た
と
き
、
そ
の
姿
は
な
く
、
そ
れ
ら
は
和
漢
文
学
科
の
う
ち
で
教
育

研
究
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
制
度
が
と
ら
れ
た
の
は
、
神
道
、

儒
教
、
道
家
思
想
な
ど
、
仏
教
を
除
く
東
洋
の
伝
統
的
な
教
え
が
キ
リ
ス
ト
教

を
基
準
に
し
た
宗
教
の
定
義
（
教
祖
、
教
典
、
礼
拝
所
、
聖
職
者
を
備
え
た
も
の
）

に
入
り
に
く
い
こ
と
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も
民
族
主
義
が
自
民
族
神
話
な
ど
を
藝

術
に
取
り
入
れ
る
動
き
が
盛
ん
に
な
っ
て
い
た
こ
と
、
欧
米
の
人
文
学
が
キ
リ

ス
ト
教
に
と
っ
て
邪
教
や
異
端
に
属
す
る
宗
教
に
関
連
す
る
言
語
作
品
を
扱
う

態
度
に
な
ら
い
、
東
洋
の
伝
統
的
な
教
え
を
「
人
文
学
」
の
範
疇
に
入
れ
て
考

え
た
こ
と
、
多
く
「
漢
文
」
で
書
か
れ
た
神
・
儒
・
仏
の
古
典
を
日
本
の
「
人

で
い
た
が
、
や
が
て
一
般
に
、“literary art ”

（
文
字
で
記
す
言
語
藝
術
）
の
訳

語
と
し
て
の
「
文
藝
」
が
狭
義
の
「
文
学
」
と
同
義
で
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
い
っ
た
。
そ
し
て
、
昭
和
戦
前
期
ま
で
の
「
文
学
」
に
は
、
先
に
見
た
中

義
と
狭
義
と
が
併
存
し
、
と
く
に
中
義
に
立
っ
て
狭
義
を
尊
重
す
る
流
れ
が
あ

っ
た
。
第
二
次
大
戦
後
に
は
狭
義
が
一
般
化
す
る
が
、
中
義
も
一
部
に
受
け
継

が
れ
た
（
4
）。

　

な
お
、
一
九
三
五
年
こ
ろ
、「
純
文
学
」
に
は
、
も
う
ひ
と
つ
の
用
法
が
登

場
す
る
。「
時
代
も
の
」「
探
偵
小
説
」
を
勤
労
大
衆
の
も
の
と
し
て
発
展
さ
せ

よ
う
と
す
る
「
大
衆
文
藝
」
な
い
し
は
「
大
衆
文
学
」（m

ass literature

）
運

動
が
一
九
二
五
年
前
後
に
盛
ん
に
な
り
、
一
九
三
五
年
こ
ろ
、
こ
れ
に
ユ
ー
モ

ア
小
説
な
ど
当
代
風
俗
小
説
を
ふ
く
め
て
、
娯
楽
性
の
高
い
小
説
ジ
ャ
ン
ル
と

す
る
規
範
が
成
立
す
る
と
、
そ
れ
に
対
し
て
一
部
の
人
び
と
が
、
藝
術
性
の
高

さ
を
誇
る
も
の
を
「
純
文
学
」
と
称
し
た
。
が
、
そ
の
是
非
や
分
類
を
め
ぐ
っ

て
論
議
が
続
き
、
概
念
化
さ
れ
て
い
た
と
は
い
い
が
た
い
。
第
二
次
大
戦
後
に
、

小
説
は
文
藝
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
制
度
の
上
で
、「
純
文
学
」「
中
間
小
説
」

「
大
衆
小
説
」
の
三
つ
に
分
け
ら
れ
た
が
、
一
九
六
一
年
の
純
文
学
変
質
論
争

に
よ
っ
て
、「
純
文
学
」「
大
衆
文
学
」
の
二
項
対
立
ス
キ
ー
ム
が
つ
く
ら
れ
、

こ
れ
が
長
く
定
着
し
て
い
た
。
し
か
し
、
一
般
に
、
藝
術
性
、
思
想
性
、
娯
楽

性
の
多
寡
を
も
っ
て
、
小
説
を
二
分
す
る
こ
と
な
ど
原
理
的
に
不
可
能
で
あ
り
、

こ
の
ス
キ
ー
ム
が
無
効
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
（
5
）。

　

次
に
、「
文
学
」
が
す
べ
て
の
学
問
を
意
味
す
る
も
の
で
な
く
、「
人
文
学
」

の
範
囲
に
限
定
さ
れ
て
の
ち
の
、
宗
教
、
自
然
科
学
と
文
藝
と
の
関
係
に
つ
い
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1861

─1941

）
は
、
イ
ン
ド
・
ベ
ン
ガ
ル
に
帰
郷
後
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
の
教
え
や

そ
の
古
典
で
あ
る
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
（U

panişad

）
の
精
神
を
う
た
う
詩
や
散

文
に
活
躍
し
は
じ
め
、
ベ
ン
ガ
ル
語
の
詩
集
『
ギ
ー
タ
ー
ン
ジ
ャ
リ
』

（G
itanjali, 1909

、
自
ら
英
訳
、1912

）
に
イ
ェ
ー
ツ
が
序
文
を
寄
せ
、
絶
賛
す

る
な
ど
詩
人
た
ち
の
ロ
ン
ド
ン
─

ベ
ン
ガ
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
つ
く
ら
れ
た
。

タ
ゴ
ー
ル
は
一
九
一
三
年
に
ア
ジ
ア
人
で
は
じ
め
て
ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
を
受
賞

す
る
。
タ
ゴ
ー
ル
の
最
初
の
来
日
（
一
九
一
六
）
は
熱
狂
的
な
歓
迎
を
受
け
た
。

　

お
雇
い
外
国
人
で
ヘ
ー
ゲ
ル
哲
学
の
教
師
と
し
て
来
日
し
た
ア
ー
ネ
ス
ト
・

フ
ェ
ノ
ロ
サ
（Ernest Francisco Fenollosa, 1853

─1908

）
と
と
も
に
東
洋
の

伝
統
美
術
の
発
掘
に
あ
た
っ
た
岡
倉
天
心
（
一
八
六
二
〜
一
九
一
三
）
が
、
イ

ン
ド
で
タ
ゴ
ー
ル
と
親
交
を
結
び
（
一
九
〇
三
）、
東
洋
主
義
を
深
め
て
、『
東

洋
の
理
想

─
日
本
美
術
を
中
心
に
』（T

he Ideals of the E
ast w

ith Special 

R
eference to the A

rt of Japan, 1903

）
で
は
雪
舟
ら
の
山
水
画
を
、『
茶
の
本
』

（T
he Book of T

ea, 1906

）
で
は
千
利
休
（
一
五
二
二
〜
九
一
）
の
茶
を
、
道

教
の
「
気
」
に
基
づ
く
美
学
と
し
て
と
ら
え
、
こ
れ
ら
を
東
洋
の
高
い
精
神
性

の
現
れ
と
国
際
的
に
喧
伝
し
た
こ
と
も
よ
く
知
ら
れ
る
（
8
）。

　

こ
の
よ
う
に
「
文
学
」
や
「
美
術
」
の
概
念
は
、
日
本
で
は
宗
教
の
聖
典
や

宗
教
思
想
と
融
合
す
る
広
い
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
た
。
そ
れ
は
、
美
を
真
や

善
、
す
な
わ
ち
理
性
的
判
断
と
切
り
離
し
て
考
え
る
エ
マ
ニ
ュ
エ
ル
・
カ
ン
ト

『
判
断
力
批
判
』（Im

m
anuel K

ant, K
ritik der U

rteilskraft, 1790

）
に
発
す

る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
近
代
的
な
藝
術
観
が
浸
透
し
、
藝
術
家
と
い
う
職
業
が
分
化

す
る
以
前
に
、
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
ス
ト
で
ヘ
ー
ゲ
リ
ア
ン
だ
っ
た
フ
ェ
ノ
ロ
サ

文
学
」
の
範
囲
に
収
め
る
こ
と
で
西
欧
列
強
よ
り
長
い
知
の
歴
史
伝
統
を
誇
ろ

う
と
し
た
こ
と
な
ど
が
重
な
っ
て
の
こ
と
だ
ろ
う
。

　

ド
イ
ツ
で
言
語
学
を
学
ん
で
近
代
的
な
言
語
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
立
っ
て
漢

語
廃
止
な
ど
を
主
張
し
、
や
が
て
国
語
政
策
の
中
枢
に
立
つ
こ
と
に
な
る
上
田

万
年
（
一
八
六
七
〜
一
九
三
七
）
も
、
日
清
戦
争
後
に
は
、
織
田
得
能
『
法
華

経
講
義
』（
一
八
九
九
）「
序
」
で
、「
我
国
文
学
と
最
密
接
な
る
関
係
あ
る
」

法
華
、
維
摩
の
二
経
、
と
く
に
法
華
経
に
つ
い
て
「
そ
の
文
辞
の
巧
妙
な
る
、

文
学
上
の
絶
対
価
値
亦
極
め
て
饒
多
な
る
を
や
」
と
い
い
、「
そ
も
そ
も
法
華

経
の
如
き
は
世
界
の
文
学
な
り
。
万
世
不
朽
の
文
学
な
り
。
東
西
文
明
の
混
合

融
合
せ
ん
と
す
る
今
後
に
於
て
は
、
更
に
一
層
の
研
究
を
要
す
べ
き
も
の
な

り
」
と
述
べ
て
い
る
（
6
）。
こ
の
「
東
西
文
明
の
混
合
融
合
せ
ん
と
す
る
今
後
」
と

述
べ
ら
れ
た
展
望
は
、
一
九
一
〇
年
代
に
「
西
洋
と
東
洋
の
調
和
」
や
「
西
洋

と
東
洋
の
結
接
点
と
し
て
の
日
本
」
が
さ
か
ん
に
唱
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
傾

向
（
7
）を
予
見
し
て
い
た
。

　

二
〇
世
紀
へ
の
転
換
期
に
は
、
帝
国
主
義
に
反
対
し
、
ま
た
民
族
独
立
を
主

張
す
る
人
び
と
が
神
秘
的
象
徴
主
義
を
盛
ん
に
し
た
。
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
バ
ト
ラ

ー
・
イ
ェ
ー
ツ
（W

illiam
 Butler Y

eats, 1865

─1939

）
ら
は
産
業
革
命
を
呪

詛
す
る
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ブ
レ
イ
ク
（W

illiam
 Blake, 1757

─1827

）
の
詩
を
神

秘
的
象
徴
主
義
と
し
て
発
掘
、
礼
賛
し
、
ケ
ル
ト
神
話
と
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
独
立

運
動
と
を
結
び
つ
け
た
藝
術
運
動
を
展
開
し
た
。
ロ
ン
ド
ン
留
学
中
（
一
八
七

八
〜
七
九
）
に
ワ
ー
ズ
ワ
ー
ス
（W

illiam
 W

ordsw
orth, 1770

─1850

）
な
ど
の

詩
に
ふ
れ
た
ラ
ビ
ン
ド
ラ
ナ
ー
ト
・
タ
ゴ
ー
ル
（Rabindranath T

agore, 
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反
す
る
思
考
形
態
の
よ
う
に
考
え
る
の
が
一
般
的
に
な
っ
て
い
る
か
ら
だ
ろ
う
。

こ
れ
に
つ
い
て
も
日
本
の
近
代
的
概
念
体
系
に
お
い
て
自
然
科
学
の
占
め
る
位

置
の
特
殊
性
と
、
一
九
世
紀
後
期
か
ら
二
〇
世
紀
へ
の
転
換
期
に
か
け
て
の
科

学
思
想
の
展
開
と
の
ふ
た
つ
の
面
か
ら
再
考
し
な
お
さ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　

日
本
の
近
代
的
概
念
体
系
に
お
い
て
自
然
科
学
の
占
め
る
位
置
の
特
殊
性
と

は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
近
代
の
学
術
体
系
に
お
い
て
は
、
自
然
科
学
（natural 

science

）
と
技
術
（technology

）
の
乖
離
が
は
な
は
だ
し
く
、
科
学
と
技
術

を
セ
ッ
ト
と
し
て
扱
う
習
慣
が
な
く
、
総
合
大
学
（university

）
内
に
工
学
部

（faculty of technology or engineering

）
が
設
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の

も
、
大
勢
と
し
て
は
一
九
七
〇
年
代
と
い
っ
て
よ
い
。
こ
れ
は
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
・
サ
イ
エ
ン
ス
の
発
達
に
対
応
し
た
も
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
日
本
に
お

い
て
は
、
科
学
と
技
術
は
む
し
ろ
分
離
せ
ず
に
考
え
る
傾
向
が
強
く
、
帝
国
大

学
の
創
立
時
か
ら
工
学
部
が
設
け
ら
れ
た
。
こ
れ
に
は
東
ア
ジ
ア
に
お
い
て
は

伝
統
的
に
技
術
の
位
置
が
高
か
っ
た
こ
と
、
日
本
が
富
国
強
兵
を
国
是
と
し
た

こ
と
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
工
学
が
自
然
科
学
の
一
分
野
と
し
て
認
め

ら
れ
た
こ
と
な
ど
が
関
係
し
て
い
よ
う
。
そ
の
機
運
は
か
な
り
早
く
か
ら
察
知

さ
れ
て
お
り

─
幕
末
に
オ
ラ
ン
ダ
の
ラ
イ
デ
ン
大
学
に
学
ん
だ
西
周
（
一
八

二
九
〜
九
七
）
の
講
義
録
『
百
学
連
環
』
中
に
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
エ
ネ
ル
ギ

ー
還
元
主
義
へ
の
着
目
が
見
え
る

─
、
イ
ギ
リ
ス
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
概
念
を
統

一
し
た
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ラ
ン
キ
ン
（W

illiam
 John M

acquorn Rankine, 1820

─72

）
の
弟
子
、
ヘ
ン
リ
ー
・
ダ
イ
ア
ー
（H

enry D
yer, 1848

─1918

）
ほ
か
八

人
の
イ
ギ
リ
ス
人
教
師
を
工
部
省
が
招
い
て
一
八
七
三
年
に
工
学
寮
を
開
校
し
、

の
「
美
術
真
説
」（
一
八
八
二
）
が
受
容
さ
れ
て
い
た
こ
と
と
と
も
に
（
9
）、

神
秘

的
な
宗
教
観
を
帯
び
た
象
徴
主
義
藝
術
が
何
の
抵
抗
も
な
く
受
け
入
れ
ら
れ
る

下
地
を
つ
く
っ
て
い
た
。
そ
し
て
、
日
本
は
イ
ギ
リ
ス
と
結
ん
で
帝
国
主
義
へ

の
道
を
歩
み
な
が
ら
、
他
方
で
ア
ジ
ア
の
独
立
を
擁
護
す
る
と
い
う
二
重
の
立

場
を
と
っ
て
い
た
た
め
、
ま
た
、
先
に
ふ
れ
た
「
西
洋
と
東
洋
の
調
和
」
が
合

い
言
葉
に
な
る
風
潮
と
あ
い
ま
っ
て
、
こ
れ
ら
の
伝
統
主
義
、
ア
ジ
ア
主
義
は
、

国
策
と
ぶ
つ
か
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　

そ
し
て
、
物
質
文
明
の
展
開
に
対
し
て
、
生
命
の
危
機
感
を
覚
え
、
生
命
中

心
主
義
が
渦
巻
き
、
そ
れ
に
精
神
的
価
値
を
重
ん
じ
る
文
化
主
義
が
重
な
り
、

「
宇
宙
生
命
」
す
な
わ
ち
普
遍
的
な
生
命
の
表
現
と
い
う
藝
術
観
が
主
流
に
な

っ
て
い
っ
た
。
そ
こ
で
は
、
宗
教
も
自
然
科
学
も
一
体
の
も
の
と
し
て
藝
術
を

展
開
す
る
傾
向
が
生
じ
た
。
た
と
え
ば
、
大
正
期
を
代
表
す
る
詩
人
、
北
原
白

秋
（
一
八
八
五
〜
一
九
四
二
）
は
、
詩
集
『
白
金
之
独
楽
』（
一
九
一
四
）
で
宗

教
的
法
悦
と
性
の
陶
酔
を
重
ね
る
破
天
荒
な
作
風
を
示
し
た
か
と
思
え
ば
、

「
童
謡
復
興
」（
一
九
二
一
）
な
ど
で
は
、
西
洋
文
明
化
に
走
り
、
知
育
偏
重
に

陥
っ
た
も
の
と
し
て
明
治
以
来
の
文
部
省
教
育
、
そ
の
一
環
と
し
て
の
「
唱

歌
」
を
非
難
し
、
自
然
発
生
的
な
無
垢
な
「
童
心
」
と
い
う
考
え
と
生
物
観
察

と
を
あ
わ
せ
て
論
じ
て
い
る
（
10
）。

一
─
２　

自
然
科
学
と
文
藝

　

宗
教
と
自
然
科
学
を
一
体
の
も
の
の
よ
う
に
し
て
藝
術
が
展
開
し
た
こ
と
を
、

奇
異
に
感
じ
る
と
し
た
ら
、
そ
れ
は
今
日
、
宗
教
と
自
然
科
学
は
ま
っ
た
く
相
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学
思
想
の
展
開
と
は
、
上
記
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
概
念
の
統
一
か
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー

一
元
論
（energetics

、
エ
ネ
ル
ギ
ー
還
元
主
義
）
が
物
理
学
の
世
界
を
制
覇
し
、

哲
学
者
や
心
理
学
者
が
「
精
神
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
と
い
う
概
念
を
用
い
る
傾
向

が
生
じ
た
こ
と
で
あ
る
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
一
元
論
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
概
念
で
、
す

べ
て
の
現
象
を
説
明
で
き
る
と
す
る
も
の
で
、
音
速
の
単
位
に
そ
の
名
を
残
す

オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
物
理
学
者
、
エ
ル
ン
ス
ト
・
マ
ッ
ハ
（Ernst M

ach, 1838

─

1916

）
や
、
触
媒
の
働
き
や
反
応
速
度
な
ど
、
化
学
反
応
に
つ
い
て
の
基
礎
理

論
を
築
き
、
一
九
〇
九
年
に
ノ
ー
ベ
ル
化
学
賞
を
受
賞
し
た
ウ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・

オ
ス
ト
ワ
ル
ト
（W

ilhelm
 O

stw
alt, 1853

─1932

）
ら
は
、
一
八
八
〇
年
代
中

期
か
ら
ア
ト
ム
の
概
念
も
仮
説
に
す
ぎ
な
い
と
し
て
い
た
。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の

物
理
学
者
、
ボ
ル
ツ
マ
ン
（Ludw

ig Eduard Boltzm
ann, 1844

─1906

）
は
、

エ
ン
ト
ロ
ピ
ー
は
分
子
の
ラ
ン
ダ
ム
な
運
動
の
平
均
値
と
説
い
て
、
統
計
力
学

の
基
礎
を
築
い
た
が
、
一
時
は
「
最
後
の
原
子
論
者
」
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
だ
っ

た
。
彼
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
一
元
論
と
の
論
争
の
た
だ
な
か
で
自
殺
し
た
。
し
か

し
、
統
計
力
学
が
発
展
を
見
せ
、
ま
た
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
（A

lbert 

Einstein, 1879

─1955

）
が
特
殊
相
対
性
理
論
と
と
も
に
質
量
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
と

は
見
方
、
考
え
方
の
ち
が
い
に
よ
る
も
の
で
、
等
価
値
で
あ
る
こ
と
を
説
き

（
一
九
〇
五
）、
量
子
力
学
が
展
開
し
、
一
個
の
粒
子
の
位
置
と
運
動
量
、
ま
た

時
間
の
関
係
が
定
ま
ら
な
い
こ
と
を
論
証
し
た
ハ
イ
ゼ
ン
ベ
ル
ク
（W

erner 

K
arl H

eisenberg, 1901

─76

）
の
不
確
定
性
原
理
（
一
九
二
七
）
な
ど
に
よ
っ
て
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
一
元
論
の
季
節
は
終
わ
っ
た
。
オ
ス
ト
ワ
ル
ト
も
晩
年
に
は
エ
ネ

ル
ギ
ー
一
元
論
を
離
れ
た
。

一
八
七
七
年
に
「
工
部
大
学
校
」
と
改
称
、
六
年
制
の
専
門
学
校
と
し
て
い
た

こ
と
な
ど
に
も
、
そ
れ
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
そ
れ
は
、
概
念
の
問
題
と
し
て
は
、
幕
末
の
先
覚
者
、
佐
久
間
象

山
（
一
八
一
一
〜
六
四
）
が
大
砲
の
製
作
を
目
論
ん
で
幕
府
に
提
出
し
た
「
文

久
二
年
九
月
の
上
書
」（
一
八
六
二
）
に
、
朱
子
学
を
学
ぶ
者
は
、
み
な
西
洋

の
学
藝
物
理
を
学
ぶ
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
よ
う
に
、
科
学
と
技
術
を

分
離
す
る
こ
と
な
く
、「
天
理
」
を
第
一
原
理
と
す
る
朱
子
学
の
学
問
体
系
の

う
ち
に
包
摂
し
よ
う
と
す
る
態
度
が
あ
っ
た
こ
と
に
起
因
し
よ
う
（
11
）。

こ
れ
に
よ

っ
て
、
宗
教
も
自
然
科
学
も
「
天
理
」
に
よ
っ
て
統
一
さ
れ
て
い
る
は
ず
の
も

の
と
さ
れ
る
。

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
自
然
科
学
の
発
達
も
キ
リ
ス
ト
教
の
創
造
主
の
知
恵

を
明
ら
か
に
す
る
と
い
う
情
熱
に
支
え
ら
れ
て
き
た
し
、
ま
た
一
九
世
紀
に
は

理
神
論
が
盛
ん
に
な
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
宗
教
と
科
学
の
近
接
を
東
洋
的
特
殊
性

と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
他
方
、
一
九
世
紀
半
ば
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
経

験
主
義
に
立
つ
懐
疑
論
や
実
験
主
義
が
台
頭
し
て
い
た
。
そ
の
一
角
を
な
す
ハ

ー
バ
ー
ト
・
ス
ペ
ン
サ
ー
（H

erbert Spencer, 1820

─1903

）
の
思
想
が
日
本

で
人
気
を
集
め
た
割
に
は
、
神
の
存
在
も
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
保
存
則
も
実
験
で
き

な
い
ゆ
え
に
、
信
じ
ら
れ
な
い
と
す
る
実
験
主
義
は
ひ
ろ
ま
ら
な
か
っ
た
と
い

う
こ
と
だ
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
知
識
人
は
同
じ
流
れ
に
立
つ
印
象
主
義
や
感

覚
的
経
験
論
に
は
敏
感
に
反
応
し
、
瞬
く
間
に
ひ
ろ
が
っ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て

は
、
の
ち
に
考
察
し
よ
う
。

　

も
う
ひ
と
つ
の
一
九
世
紀
後
期
か
ら
二
〇
世
紀
へ
の
転
換
期
に
か
け
て
の
科
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に
、
容
易
に
物
理
学
の
問
題
を
引
き
合
い
に
出
し
て
仏
教
の
観
念
を
論
じ
る
傾

向
が
見
ら
れ
る
。
こ
う
し
て
宗
教
と
自
然
科
学
と
を
な
い
ま
ぜ
に
し
た
世
界
観

が
「
生
命
」
と
い
う
言
葉
を
蝶
番
の
よ
う
に
し
て
展
開
す
る
こ
と
に
な
る
。
一

例
と
し
て
徳
冨
蘆
花
の
エ
ッ
セ
イ
集
『
み
ゝ
ず
の
た
は
ご
と
』
よ
り
「
食
は
れ

る
も
の
」（
一
九
一
二
）
の
一
節
を
あ
げ
る
。

　

優
勝
劣
敗
は
天
理
で
あ
る
。
弱
肉
強
食
は
自
然
で
あ
る
。
宇
宙
は
生い
の
ち命

の
と（

マ

マ

）

り
や
り
で
あ
る
。（
中
略
）
畢
ひ
つ
き

竟や
う

宇
宙
は
是こ

れ
環わ

、
生い
の
ち命
は
共
通
、

強
い
者
も
弱
い
、
弱
い
者
も
強
い
、
死
ぬ
る
も
の
が
生
き
、
生
き
る
も
の

が
死
に
、
勝
つ
者
が
負
け
、
負
け
る
者
が
勝
ち
、
食
ふ
者
が
食
は
れ
、
食

は
れ
る
も
の
も
却か
へ
つて
食
ふ
。
般は
ん

若に
や

心し
ん

経き
や
うに
所
謂
、
不ふ

増ぞ
う

不ふ

減げ
ん

不ふ
し

生や
う

不ふ

滅め
つ

不ふ

垢く

不ふ
じ

浄や
う

、
宇
宙
の
本
体
は
正
に
此
で
あ
る
（
13
）。

　
「
優
勝
劣
敗
は
天
理
で
あ
る
。
弱
肉
強
食
は
自
然
で
あ
る
」
は
、
も
ち
ろ
ん

ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
生
物
進
化
論
に
よ
る
も
の
だ
が
、
そ
れ
が
『
般
若
心
経
』
の
一

節
、「
不
増
不
減
不
生
不
滅
不
垢
不
浄
」
と
組
み
あ
わ
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に

は
ダ
ー
ウ
ィ
ニ
ズ
ム
と
仏
教
の
観
念
を
と
も
に
「
天
理
」
と
見
、
そ
の
ふ
た
つ

を
な
い
ま
ぜ
に
し
た
ひ
と
つ
の
宇
宙
観
が
つ
く
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
よ
く
わ
か

る
。
盧
花
の
思
想
遍
歴
に
照
ら
し
て
い
う
な
ら
、
こ
れ
は
キ
リ
ス
ト
教
の
「
永

遠
の
生
命
」
と
い
う
観
念
を
、
い
や
、
レ
フ
・
ト
ル
ス
ト
イ
『
懺
悔
』（Lev 

N
ikolaevich T

olstoi, A
 Confession, 1879

─81

）
に
い
う
「
神
は
生
命
で
あ

る
」
と
い
う
命
題
を
生
物
進
化
論
と
仏
教
思
想
に
よ
っ
て
翻
訳
し
た
も
の
と
い

　

し
か
し
、
こ
の
間
に
、
宇
宙
の
総
エ
ネ
ル
ギ
ー
量
は
恒
常
的
に
保
た
れ
る
と

い
う
エ
ネ
ル
ギ
ー
保
存
則
に
立
ち
、
そ
の
循
環
に
よ
っ
て
発
生
学
、
形
態
学
、

系
統
学
な
ど
の
生
物
諸
学
を
統
一
す
る
生
態
学
を
構
想
し
た
ド
イ
ツ
生
物
学
の

大
御
所
、
エ
ル
ン
ス
ト
・
ヘ
ッ
ケ
ル
（Ernst H

einrich H
aeckel, 1834

─1919

）

の
思
想
な
ど
、「
宇
宙
の
生
命
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
を
想
定
す
る
思
潮
が
国
際
的
に

渦
巻
い
た
。
ベ
ル
ク
ソ
ン
『
創
造
的
進
化
』（H

enri Bergson, L
’évolution 

créatrice, 1907

）
が
、
そ
の
原
理
と
す
る
の
は
「
宇
宙
の
生
命
エ
ネ
ル
ギ
ー
」

と
そ
の
跳
躍
で
あ
る
。
ベ
ル
ク
ソ
ン
は
、
心
霊
や
夢
の
研
究
の
可
能
性
を
論
じ

る
講
演
な
ど
を
ま
と
め
た
『
精
神
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
』（L

’énergie spirituelle, 

1919

）
で
も
、
自
然
科
学
に
お
け
る
計
量
分
析
一
辺
等
主
義
を
数
値
還
元
主
義

と
批
判
し
、
計
量
化
に
頼
ら
な
い
科
学
の
あ
り
方
を
主
張
し
て
い
る
が
、
こ
れ

は
、
潜
在
的
な
性
欲
を
「
リ
ビ
ド
ー
」
と
い
う
語
を
用
い
て
説
明
す
る
フ
ロ
イ

ト
の
精
神
分
析
学
に
典
型
的
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
逆
に
計
量
化
で
き
な
い
も

の
ま
で
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
っ
て
説
く
こ
と
で
自
然
科
学
へ
の
接
近
を
装
う
傾

向
と
な
い
ま
ぜ
に
な
り
な
が
ら
、
ま
た
原
子
論
体
系
と
併
存
さ
せ
た
ま
ま
で
、

漠
然
と
し
た
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
概
念
を
流
行
さ
せ
る
一
因
に
も
な
っ
た
。
こ
う

し
て
人
文
学
や
藝
術
に
も
エ
ネ
ル
ギ
ー

─
日
本
語
で
は
、
し
ば
し
ば
「
勢

力
」

─
と
い
う
概
念
が
浸
透
し
た
（
12
）。

日
本
の
二
〇
世
紀
へ
の
転
換
期
に
は
、

こ
の
流
れ
を
受
け
て
大
正
生
命
主
義
が
渦
巻
き
、
巨
大
な
潮
流
と
な
っ
て
ゆ
く
。

　

な
お
、
こ
の
時
節
に
は
、
多
元
世
界
、
多
次
元
空
間
論
な
ど
と
関
係
さ
せ
て

の
こ
と
だ
ろ
う
が
、
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
が
物
理
学
と
仏
教
の
世
界
観
が
近
い

関
係
に
あ
る
と
説
い
た
り
し
た
こ
と
が
刺
戟
に
な
り
、
日
本
の
仏
教
雑
誌
な
ど
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る
と
い
う
考
え
を
小
説
の
上
で
実
験
す
る
と
宣
言
し
た
も
の
だ
っ
た
が
、
こ
れ

は
、
実
証
主
義
哲
学
の
後
押
し
を
受
け
て
隆
盛
を
見
せ
、
生
理
学
な
ど
を
取
り

込
み
な
が
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
ひ
ろ
が
っ
た
も
の
で
、
さ
ら
に
ゲ
オ
ル
ク
・
ブ
ラ

ン
デ
ス
『
一
九
世
紀
文
学
主
潮
』（Georg M

orris Cohen Brandes, H
ovedstr

φ
m

ninger i det 19de A
arhundredes Literatur, 1872

─90

）
が
ブ
ル
ジ
ョ
ワ

社
会
の
欺
瞞
を
暴
く
イ
プ
セ
ン
「
人
形
の
家
」（H

enrik Johan Ibsen, E
t 

dukkehjem
, 1879

）
な
ど
の
作
風
を
ふ
く
め
た
思
潮
と
し
て
概
括
し
、
あ
た
か

も
一
九
世
紀
後
半
の
藝
術
思
潮
の
主
流
で
あ
る
か
の
よ
う
に
描
き
だ
し
た
（
14
）。

こ

れ
に
よ
っ
て
「
自
然
主
義
」
文
藝
の
範
囲
が
拡
大
し
た
た
め
に
、
の
ち
、
日
本

で
の
議
論
に
混
乱
が
も
た
ら
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

こ
の
「
自
然
主
義
」
を
日
本
で
受
容
し
た
流
れ
を
、
基
準
と
す
る
文
学
史
観

が
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
日
本
で
は
長
く
支
配
的
だ
っ
た
。
リ
ア
リ
ズ
ム
の

展
開
と
し
て
肯
定
す
る
代
表
的
な
評
論
家
が
平
野
謙
（
一
九
〇
七
〜
七
八
）、
ロ

マ
ン
主
義
か
ら
の
転
落
と
否
定
的
な
立
場
か
ら
論
じ
た
の
が
中
村
光
夫
（
一
九

一
一
〜
八
八
）
だ
っ
た
。
中
村
光
夫
は
日
本
自
然
主
義
に
は
「
ロ
マ
ン
主
義
の

要
素
も
あ
っ
た
」、
ま
た
「
封
建
的
な
家
制
度
」
に
よ
っ
て
狭
隘
に
な
っ
た
な

ど
と
、
そ
の
独
自
性
に
つ
い
て
述
べ
も
し
た
が
、
し
か
し
、
こ
れ
ら
は
、
そ
も

そ
も
日
露
戦
争
後
の
文
藝
の
理
論
と
創
作
の
実
態
か
ら
ま
っ
た
く
離
れ
た
観
念

的
な
議
論
に
す
ぎ
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
当
時
の
文
壇
で
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は

自
然
主
義
が
衰
退
し
、
象
徴
主
義
が
台
頭
し
て
い
る
こ
と
が
よ
く
知
ら
れ
て
お

り
、
作
家
も
批
評
家
も
、
そ
れ
ぞ
れ
が
独
自
の
理
念
を
摸
索
し
、
そ
の
理
念
も
、

い
わ
ば
「
自
然
主
義
以
降
」
を
目
指
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
作
風
が
ゾ
ラ

っ
て
よ
い
。

　

そ
ん
な
組
み
あ
わ
せ
が
成
り
た
つ
の
は
、
物
理
学
に
い
う
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
保

存
則
」

─
そ
れ
も
計
量
化
し
う
る
物
理
的
な
概
念
で
は
な
く
、
ひ
と
つ
の
観

念
と
な
っ
た
そ
れ

─
が
媒
介
に
な
っ
て
い
る
に
ち
が
い
な
い
。
つ
ま
り
、
こ

こ
に
は
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
保
存
則
」
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
「
生
命
」
に
お
き
か
え
た
、

全
宇
宙
に
お
け
る
「
生
命
保
存
則
」
と
で
も
い
う
よ
う
な
考
え
が
記
さ
れ
て
い

る
こ
と
に
な
る
。

　

宇
宙
の
「
生
命
」
の
総
量
は
無
限
で
あ
る
、
と
い
う
な
ら
ま
だ
し
も
、
不
変

で
あ
る
な
ど
と
い
う
考
え
が
仏
教
思
想
の
な
か
に
あ
る
と
は
思
え
な
い
。「
不

増
不
減
」
は
量
の
不
変
性
を
い
っ
て
い
る
と
し
て
も
、
つ
づ
く
「
不
生
不
滅
」

は
生
ま
れ
る
こ
と
も
滅
す
る
こ
と
も
な
い
と
い
う
意
味
で
、
い
わ
ば
現
在
す
る

生
命
の
否
定
で
あ
る
。「
不
垢
不
浄
」
と
あ
わ
せ
て
、
現
象
の
す
べ
て
を
否
認

す
る
こ
と
ば
で
、「
色
即
是
空
」
と
同
じ
だ
。
生
物
の
生
命
が
一
定
量
で
あ
る

な
ど
と
い
う
考
え
が
、
仏
教
に
あ
る
は
ず
が
な
い
の
で
あ
る
。

一
─
３　

日
本
に
お
け
る
自
然
主
義
文
藝
の
内
実

　

自
然
科
学
と
文
藝
と
の
関
連
に
つ
い
て
は
、
と
り
わ
け
自
然
主
義
を
基
準
に

と
る
文
学
史
観
の
検
討
が
必
要
に
な
る
だ
ろ
う
。
エ
ミ
ー
ル
・
ゾ
ラ
「
実
験
小

説
」（Ém

ile Zola, Le R
om

an expérim
ental, 1880

）
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
当
代

実
験
生
理
学
の
第
一
人
者
、
ク
ロ
ー
ド
・
ベ
ル
ナ
ー
ル
『
実
験
医
学
序
説
』

（Claude Bernard, Introduction à l ’étude de la m
edecine expérim

entale, 

1865

）
に
学
び
、
人
間
は
生
理
的
、
遺
伝
的
素
質
と
環
境
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
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日本モダニズム文藝史のために

H
auptm

ann, 1862

─1946

）
ら
、
一
時
期
、
社
会
の
因
習
と
闘
う
姿
勢
を
見
せ
、

ブ
ラ
ン
デ
ス
『
一
九
世
紀
文
学
主
潮
』
が
「
自
然
主
義
」
の
一
角
に
組
み
入
れ

た
作
家
た
ち
が
、
象
徴
的
暗
示
や
メ
ル
ヘ
ン
風
の
作
風
に
向
か
い
は
じ
め
て
い

た
。

　

そ
し
て
、
そ
の
動
向
を
察
知
し
た
日
本
の
象
徴
主
義
は
、
印
象
主
義
や
ウ
ィ

リ
ア
ム
・
ジ
ェ
イ
ム
ズ
（W

illiam
 Jam

es, 1842

─1910

）、
西
田
幾
多
郎
（
一
八

七
〇
〜
一
九
四
五
）
の
直
接
経
験
（
純
粋
経
験
）
論
に
触
発
さ
れ
な
が
ら
、
神
秘

的
宗
教
観
を
開
示
す
る
フ
ラ
ン
ス
語
圏
の
象
徴
主
義
、
そ
の
刺
戟
を
受
け
た
イ

ギ
リ
ス
象
徴
主
義
、
ま
た
へ
ー
ゲ
ル
美
学
に
発
す
る
感
情
移
入
美
学
に
よ
る
情

調
を
醸
し
出
す
こ
と
に
力
を
傾
け
る
ド
イ
ツ
象
徴
主
義
を
東
洋
の
伝
統
思
想
で

受
け
止
め
、
な
い
ま
ぜ
に
し
な
が
ら
展
開
し
た
。
そ
の
内
実
は
と
も
か
く
と
し

て
「
自
然
主
義
」
と
い
う
符
牒
で
呼
ば
れ
て
い
た
文
藝
は
、
一
九
一
〇
年
を
前

後
し
て
、
す
な
わ
ち
性
欲
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
か
の
よ
う
に
見
な
さ
れ
、

非
難
を
浴
び
て
凋
落
し
、
実
作
で
は
、
情
趣
や
情
調
を
醸
し
出
す
作
風
が
一
世

を
風
靡
す
る
時
期
を
迎
え
る
。
森
鴎
外
が
後
ろ
盾
に
な
っ
た
文
藝
雑
誌
『
ス
バ

ル
』
か
ら
出
た
北
原
白
秋
の
詩
集
『
邪
宗
門
』（
一
九
〇
九
）、
吉
井
勇
（
一
八

八
六
〜
一
九
六
〇
）
の
歌
集
『
酒
ほ
が
ひ
』（
一
九
一
〇
）、
ま
た
旅
藝
人
の
生
活

情
緒
を
滲
ま
せ
た
長
田
幹
彦
（
一
八
八
七
〜
一
九
六
四
）
の
小
説
『
澪
』（
一
九

一
一
〜
一
二
）
な
ど
が
ブ
ー
ム
を
呼
ん
だ
。

　

そ
し
て
、
ほ
ぼ
同
時
期
に
、
フ
ラ
ン
ス
か
ら
帰
国
し
た
永
井
荷
風
（
一
八
七

九
〜
一
九
五
九
）、
上
田
敏
に
よ
っ
て
物
質
文
明
の
展
開
や
生
存
闘
争
の
世
の
中

に
対
し
て
生
命
観
の
充
実
を
求
め
る
「
享
楽
主
義
」
が
提
唱
さ
れ
、
谷
崎
潤
一

イ
ズ
ム
と
呼
ば
れ
た
時
期
の
永
井
荷
風
で
さ
え
、
ゾ
ラ
の
生
涯
を
よ
く
見
渡
す

評
伝
「
エ
ミ
ー
ル
・
ゾ
ラ
と
其そ

の
小
説
」（
一
九
〇
三
）
を
書
い
て
い
た
（
15
）。「

自

然
主
義
」
の
ラ
ッ
パ
手
だ
っ
た
批
評
家
、
長
谷
川
天
渓
（
一
八
七
六
〜
一
九
四

〇
）
も
「
不
自
然
主
義
は
果
た
し
て
美
か
」（
一
九
〇
二
）
で
は
、
ゾ
ラ
の
自
然

科
学
主
義
を
批
判
し
、
心
理
学
に
立
つ
そ
れ
を
主
張
す
る
な
ど
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

自
然
主
義
の
基
準
を
逸
脱
し
て
い
た
。

　

そ
の
方
向
を
広
い
意
味
で
の
象
徴
主
義
に
導
い
た
の
は
、
森
鴎
外
『
審
美
新

説
』（
一
九
〇
〇
）
だ
っ
た
。
ド
イ
ツ
の
感
情
移
入
美
学
の
提
唱
者
の
一
人
、

ヨ
ハ
ネ
ス
・
フ
ォ
ル
ケ
ル
ト
『
美
学
上
の
時
事
問
題
』（Johannes V

olkelt, 

A
sthetisce Zeitfrangen, 1895

）
の
大
部
分
を
紹
介
し
た
も
の
で
、
そ
こ
で
は

「
自
然
主
義
は
、
も
う
終
わ
っ
た
」
な
ど
と
言
わ
れ
る
が
、「
後
自
然
主
義
」

（N
ach-naturalism

us

）
が
自
然
の
「
深イ
ン
チ
ミ
テ
エ
ト

秘
な
る
内
性
」
の
暴
露
へ
向
か
っ
て

い
る
こ
と
と
、
自
然
の
深
秘
す
な
わ
ち
神
秘
に
向
か
う
象
徴
主
義
と
は
、
実
は

本
質
を
同
じ
く
し
て
い
る
こ
と
、
ま
た
近
代
人
の
「
神
経
質
」（N

ervositat

）

な
特
質
が
「
現
実
の
感
覚
」
よ
り
「
空
想
的
な
感
覚
」
を
重
ん
じ
、
象
徴
主
義

を
さ
か
ん
に
し
て
い
る
こ
と
な
ど
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
（
16
）。

　

そ
も
そ
も
一
九
世
紀
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
、“naturalism

”

は
、
一
般
に
機
械
文

明
の
展
開
に
対
す
る
自
然
志
向
の
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
博
物
学
志

向
に
は
、
自
然
の
造
物
主
と
し
て
の
神
を
敬
う
自
然
神
学
な
い
し
は
理
神
論
の

傾
向
が
と
も
な
う
。
こ
れ
は
、
渡
り
鳥
の
驚
く
べ
き
飛
行
距
離
や
ミ
ツ
バ
チ
の

社
会
的
な
営
み
な
ど
の
本
能
の
不
思
議
、
自
然
の
背
後
の
神
秘
へ
と
人
び
と
の

関
心
を
さ
そ
っ
た
。
そ
し
て
、
イ
プ
セ
ン
や
ハ
ウ
プ
ト
マ
ン
（Gerhart 
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一
七
〜
）
へ
の
展
開
、
ベ
ル
ク
ソ
ン
『
創
造
的
進
化
』（
一
九
〇
七
）
が
説

い
た
「
宇
宙
の
生
命
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
の
跳
躍
が
世
界
の
動
因
と
い
う
考
え

を
ヒ
ン
ト
に
し
て
イ
タ
リ
ア
の
未
来
派
（futurism

o

、
一
九
〇
九
〜
）、
イ

ギ
リ
ス
の
ヴ
ォ
ル
テ
ィ
シ
ズ
ム
（vorticism

、
渦
派
、
一
九
一
四
〜
）
な

ど
が
生
ま
れ
、
さ
ら
に
抽
象
美
術
（abstract art

）
へ
向
か
う
動
き
な
ど

か
ら
呼
ぶ
場
合
。

　

な
お
、
英
語
圏
で
用
い
ら
れ
る
「
後
期
印
象
派
」（postim

pressionism

）
は
、

イ
ギ
リ
ス
の
批
評
家
ロ
ジ
ャ
ー
・
フ
ラ
イ
（Roger Eliot Fry, 1866

─1934

）

が
一
九
一
〇
〜
一
一
年
に
ロ
ン
ド
ン
で
開
催
し
た
「
マ
ネ
と
後
期
印
象
派
」
展

に
由
来
す
る
名
で
、
ゴ
ー
ギ
ャ
ン
（Paul Gauguin, 1848

─1903

）、
ゴ
ッ
ホ

（V
incent van Gogh, 1853

─90

）、
セ
ザ
ン
ヌ
（Paul Cézanne, 1839

─1906

）

（
印
象
派
の
な
か
で
制
作
し
て
い
た
が
、
ゴ
ー
ギ
ャ
ン
ら
が
二
〇
世
紀
に
入
っ
て
か
ら

称
揚
し
た
）
を
呼
ぶ
。
さ
ら
に
ア
ン
リ
・
マ
テ
ィ
ス
（H

enri M
atisse, 1869

─

1954

）
ら
を
ふ
く
め
る
場
合
や
、
新
印
象
派
以
降
、
ナ
ビ
派
（Les N

abis

）
な

ど
を
ふ
く
め
て
呼
ぶ
場
合
も
あ
る
。

　

③
第
一
次
大
戦
中
に
ダ
ダ
（dada

、
一
九
一
六
〜
）、
戦
後
に
シ
ュ
ル
レ
ア
リ

ス
ム
（surréalism

e

、
一
九
二
四
〜
）
な
ど
が
起
こ
っ
た
こ
と
を
起
点
に

呼
ぶ
場
合
。
原
始
社
会
の
呪
術
に
用
い
る
道
具
な
ど
原
始
性
や
素
朴
さ
を

歓
ぶ
プ
リ
ミ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ー
ト
へ
の
志
向
も
育
っ
て
く
る
。

　

二
〇
世
紀
前
中
期
の
「
モ
ダ
ニ
ズ
ム
」
は
、
し
ば
し
ば
前
衛
藝
術
、
ア
ヴ
ァ

ン
ギ
ャ
ル
ド
（avant-garde

）
と
も
称
さ
れ
、
二
〇
世
紀
前
期
の
そ
れ
を
「
ア

ー
リ
イ
・
モ
ダ
ニ
ズ
ム
」（early m

odernism

）、
第
一
次
世
界
大
戦
以
降
、
一

郎
（
一
八
八
六
〜
一
九
六
五
）
ら
が
こ
の
流
れ
に
の
っ
て
登
場
し
、
デ
カ
ダ
ン

ス
の
美
学
が
開
花
し
て
ゆ
く
（
17
）。

二
、
美
術
に
お
け
る
モ
ダ
ニ
ズ
ム
（m

odernism
 in fine arts

）

　

モ
ダ
ニ
ズ
ム
（
近
代
主
義
）
は
一
般
に
、
当
代
に
比
較
的
近
い
時
期
の
風
潮

を
指
す
語
だ
が
、
キ
リ
ス
ト
教
で
は
世
俗
化
や
三
位
一
体
説
の
否
定
、
社
会
史

で
は
産
業
社
会
化
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
特
定
の
内
容
を
指
し
て
用
い
ら

れ
て
い
る
。
欧
米
の
藝
術
、
と
く
に
美
術
と
建
築
に
お
い
て
は
、
伝
統
的
な
様

式
や
価
値
を
拒
絶
す
る
と
こ
ろ
に
出
発
す
る
運
動
を
呼
び
、
美
術
史
に
は
次
の

三
つ
を
起
点
に
す
る
用
法
が
あ
る
。

二
─
１　

三
つ
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム

　

①
一
八
六
〇
年
代
に
は
じ
ま
る
フ
ラ
ン
ス
の
印
象
派
（im

pressionism
e

）

か
ら
一
八
八
〇
年
代
に
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
ス
ー
ラ
（George Seurat, 1859

─

91
）
が
宣
言
し
た
色
彩
分
割
法
を
中
心
に
す
る
新
印
象
派
（néo-

im
pressionism

）、
象
徴
主
義
（sym

bolism
e

）
や
一
九
世
紀
末
か
ら
二

〇
世
紀
初
頭
に
か
け
て
の
ア
ー
ル
・
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
（art nouveau

）
か
ら

呼
ぶ
場
合
。

　

②
二
〇
世
紀
初
頭
に
は
じ
ま
る
フ
ラ
ン
ス
の
野
獣
派
（fauvism

e

、
一
九
〇

五
〜
）、
立
体
派
（cubism

e

、
一
九
〇
七
〜
）、
ド
イ
ツ
を
中
心
に
し
た
表

現
主
義
（expressionism

、
一
九
〇
五
〜
）
か
ら
構
成
主
義

（constructivism

、
一
九
一
二
〜
）
や
ロ
シ
ア
・
フ
ォ
ル
マ
リ
ズ
ム
（
一
九
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象
派
（post-im

pressionism

）、
象
徴
主
義
と
表
現
主
義
な
ど
ア
ー
リ
イ
・
モ

ダ
ニ
ズ
ム
は
交
錯
し
つ
つ
展
開
し
て
い
た
の
が
実
際
で
、
そ
れ
ら
は
「
普
遍
的

な
生
命
の
表
現
」
と
い
う
観
念
に
支
え
ら
れ
て
、
一
九
二
〇
年
代
か
ら
多
彩
な

傾
向
を
も
つ
狭
義
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
に
分
化
し
て
い
っ
た
（
18
）。

　

こ
れ
ら
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
美
術
の
動
き
は
、
日
本
で
は
一
九
〇
〇
年
前
後
か
ら

一
九
二
〇
年
代
に
か
け
て
先
端
的
な
知
識
人
に
よ
っ
て
、
次
つ
ぎ
に
紹
介
さ
れ
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
同
様
、
混
在
し
た
ま
ま
展
開
し
た
。
一
九
一
〇
年
代
か
ら
二
〇

年
前
後
に
か
け
て
、
洋
画
に
萬
鉄
五
郎
（
一
八
八
五
〜
一
九
二
七
）
の
フ
ォ
ー

ヴ
ィ
ズ
ム
や
立
体
派
、
神
原
泰
（
一
八
九
八
〜
一
九
九
七
）、
東
郷
青
児
（
一
八

九
七
〜
一
九
七
八
）
ら
の
未
来
派
や
表
現
主
義
、
尾
形
亀
之
助
（
一
九
〇
〇
〜
四

二
）
の
構
成
主
義
ふ
う
の
作
品
も
現
れ
た
。
日
本
画
に
も
、
大
胆
な
構
図
を
と

る
速
水
御
舟
（
一
八
九
四
〜
一
九
三
五
）、
平
井
楳ば
い

仙せ
ん

（
一
八
八
九
〜
一
九
六
九
）、

尾
竹
竹ち
く

坡は

（
一
八
七
八
〜
一
九
三
六
）、
ゴ
ー
ギ
ャ
ン
の
影
響
の
露
わ
な
土
田
麦

僲
（
一
八
八
七
〜
一
九
三
六
）、
表
現
主
義
ふ
う
の
稲
垣
仲ち
ゆ

静う
せ
い（

一
八
九
七
〜
一

九
二
二
）
ら
が
登
場
し
た
。
ま
た
南
画
復
興
の
動
き
が
中
村
不
折
（
一
八
六
六

〜
一
九
四
三
）
あ
た
り
か
ら
夭
逝
し
た
村
山
槐か
い

多た

（
一
八
九
六
〜
一
九
一
九
）
ら

象
徴
主
義
や
前
衛
的
な
油
絵
を
手
が
け
た
者
に
も
ひ
ろ
が
り
、
晩
年
、
陽
明
学

へ
の
傾
斜
を
深
め
た
富
岡
鉄
斎
（
一
八
三
六
〜
一
九
二
四
）
の
墨
絵
の
画
風
が

表
現
主
義
と
類
比
し
て
評
価
さ
れ
る
な
ど
の
動
き
も
見
ら
れ
る
。
な
お
、
日
露

戦
争
後
に
着
物
な
ど
に
江
戸
小
紋
が
流
行
し
、
そ
の
植
物
の
柄
は
ア
ー
ル
・
ヌ

ー
ヴ
ォ
ー
の
流
行
と
見
分
け
が
つ
か
な
い
。

　

そ
し
て
、
村
山
知
義
（
一
九
〇
一
〜
七
七
）
が
一
九
二
八
年
に
ド
イ
ツ
か
ら

九
二
〇
年
代
に
さ
か
ん
に
な
っ
た
流
れ
を
「
モ
ダ
ニ
ズ
ム
」
と
呼
び
わ
け
る
用

語
法
が
比
較
的
安
定
し
て
用
い
ら
れ
て
き
た
。
そ
れ
ら
の
流
れ
は
、
ロ
シ
ア
な

ど
で
は
一
時
期
、
革
命
運
動
と
結
び
つ
い
て
展
開
し
、
ま
た
二
〇
世
紀
を
通
じ

て
商
業
広
告
や
生
活
用
品
の
デ
ザ
イ
ン
に
ま
で
浸
透
し
て
ゆ
く
。

二
─
２　

新
た
な
見
方

　

だ
が
、
一
九
九
〇
年
代
に
、
象
徴
主
義
か
ら
表
現
主
義
な
ど
ア
ー
リ
イ
・
モ

ダ
ニ
ズ
ム
へ
連
続
す
る
流
れ
を
と
ら
え
る
動
き
が
起
こ
っ
た
。
た
と
え
ば
フ
ラ

ン
ス
の
美
術
で
は
、
象
徴
主
義
の
巨
匠
、
ギ
ュ
ス
タ
ー
ヴ
・
モ
ロ
ー
（Gustave 

M
oreau, 1826

─98

）
の
絵
画
で
、
主
題
（subject
）
の
輪
郭
が
ぼ
や
け
て
ア
ン

フ
ォ
ル
メ
ル
（inform

el

）
に
移
っ
て
ゆ
く
こ
と
が
愛
好
家
に
は
知
ら
れ
て
い

る
。
抽
象
絵
画
（abstract

）
に
向
か
う
衝
動
は
、
一
九
世
紀
末
に
は
じ
ま
っ

て
い
た
と
い
っ
て
よ
い
。
そ
し
て
、
モ
ロ
ー
の
弟
子
た
ち
の
何
人
か
が
野
獣
派

の
主
要
メ
ン
バ
ー
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
い
え
ば
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
東
洋
趣
味

（O
rientalism

）、
日
本
趣
味
（Japonism

）
も
、
印
象
派
か
ら
象
徴
主
義
に
か

け
て
連
続
性
が
充
分
認
め
ら
れ
る
。

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
一
九
世
紀
中
期
を
頂
点
と
す
る
自
然
主
義
（naturalism

）

の
興
隆
の
の
ち
、
二
〇
世
紀
へ
の
転
換
期
に
か
け
て
、
認
識
の
端
緒
と
し
て
感

覚
や
印
象
を
重
視
す
る
哲
学
が
高
ま
り
、
ま
た
自
然
の
背
後
や
内
奥
へ
の
志
向

が
強
ま
り
、
象
徴
主
義
が
開
花
す
る
。
精
神
の
無
限
の
解
放
を
目
指
す
ロ
マ
ン

主
義
の
な
か
に
胚
胎
し
て
い
た
異
教
的
神
秘
世
界
を
シ
ン
ボ
リ
ッ
ク
に
表
現
す

る
技
法
が
全
面
化
し
た
も
の
と
い
っ
て
よ
い
。
二
〇
世
紀
前
期
に
は
、
後
期
印
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た
。
エ
ス
プ
リ
・
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
の
短
詩
に
も
俳
諧
の
ユ
ー
モ
ア
が
好
ん
で
取
り

入
れ
ら
れ
た
。
フ
ラ
ン
ス
と
ド
イ
ツ
の
前
衛
藝
術
運
動
に
活
躍
し
た
イ
ヴ
ァ

ン
・
ゴ
ル
（Ivan Goll, 1891

─1950

）
が
「
表
現
派
は
日
本
のH

ai-K
ai

を
手
本

に
す
る
」
と
論
じ
た
文
章
が
一
九
二
六
年
に
荻
原
井
泉
水
（
一
八
八
四
〜
一
九

七
六
）
の
率
い
る
新
興
俳
句
雑
誌
『
層
雲
』
に
紹
介
さ
れ
（
19
）、

そ
れ
を
ヒ
ン
ト
に

萩
原
朔
太
郎
（
一
八
八
六
〜
一
九
四
二
）
は
「
象
徴
の
本
質
」（
一
九
二
六
）
で

「
世
界
に
冠
た
る
日
本
の
象
徴
詩
」
を
う
た
い
は
じ
め
る
。
ソ
連
の
映
画
監
督
、

エ
イ
ゼ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
（Sergei M

ikhailovich Eizenshtein, 1898

─1948

）
の

モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
技
法
も
俳
句
の
取
り
合
わ
せ
の
技
法
を
ヒ
ン
ト
の
ひ
と
つ
に
し

て
い
た
。

　

日
本
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
文
藝
に
つ
い
て
は
、
俳
諧
の
国
際
的
な
受
容
関
係
と
と

も
に
、
印
象
主
義
、
象
徴
主
義
、
ア
ー
リ
イ
・
モ
ダ
ニ
ズ
ム
に
あ
た
る
作
風
が

実
際
に
連
続
し
て
展
開
し
、
そ
の
中
か
ら
狭
義
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
が
分
化
す
る
道

筋
を
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

三
─
１　

印
象
主
義

　

外
光
の
も
と
で
対
象
を
感
覚
が
と
ら
え
た
ま
ま
に
描
写
す
る
外
光
派

（pleinairism
e

）
や
印
象
主
義
絵
画
の
受
容
は
、
正
岡
子
規
（
一
八
六
七
〜
一
九

〇
二
）
が
印
象
明
瞭
と
趣
向
の
多
彩
さ
を
俳
諧
、
短
歌
、「
叙
事
文
」（
一
八
九

九
）
の
モ
ッ
ト
ー
に
し
た
こ
と
が
典
型
的
で
あ
る
。
同
じ
こ
ろ
、
国
木
田
独
歩

（
一
八
七
一
〜
一
九
〇
八
）
は
「
自
然
の
日
記
」
を
書
く
こ
と
を
試
み
、
そ
れ
を

「
今
の
武
蔵
野
」（
一
九
〇
一
、『
武
蔵
野
』
中
「
武
蔵
野
」）
に
一
年
を
通
し
た
案

帰
国
、
震
災
後
の
東
京
で
、
オ
ブ
ジ
ェ
制
作
を
発
表
し
、
日
本
に
お
け
る
モ
ダ

ニ
ズ
ム
美
術
は
本
格
的
展
開
期
に
入
る
。
古
賀
春
江
（
一
八
九
五
〜
一
九
三
三
）

ら
が
活
躍
、
一
九
三
〇
年
代
に
高
潮
期
を
迎
え
る
。
こ
れ
ら
の
動
き
は
「
新
興

美
術
」
と
も
呼
ば
れ
、
文
藝
を
ふ
く
め
て
「
新
興
藝
術
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
も

あ
る
。

　

ま
た
、
一
九
二
〇
年
代
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
藝
術
運
動
は
国
際
的
に
見
て
、
フ
ァ

シ
ズ
ム
や
社
会
主
義
革
命
思
想
と
結
び
つ
い
て
展
開
す
る
傾
向
が
強
か
っ
た
。

イ
タ
リ
ア
未
来
派
を
率
い
た
マ
リ
ネ
ッ
テ
ィ
（Filippo T

om
m

aso M
arinetti, 

1878

─1944

）
は
、
ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
（Benito M

ussolini, 1883

─1945

）
と
盟
友

と
な
り
、
他
方
、
フ
ラ
ン
ス
で
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
を
リ
ー
ド
し
た
ア
ン
ド

レ
・
ブ
ル
ト
ン
（A

ndré Breton, 1896

─1966

）
と
ポ
ー
ル
・
エ
リ
ュ
ア
ー
ル

（Paul Éluard, 1895

─1952

）
は
、
一
時
期
、
コ
ミ
ュ
ニ
ズ
ム
に
接
近
し
た
。
村

山
知
義
も
ド
イ
ツ
で
マ
ル
ク
ス
主
義
政
党
（
社
会
民
主
党
）
に
参
加
し
て
い
た
。

三
、
文
藝
に
お
け
る
モ
ダ
ニ
ズ
ム
（m

odernism
 in literary art

）

　

欧
米
文
藝
の
「
モ
ダ
ニ
ズ
ム
」
は
、
英
語
詩
に
お
け
る
二
〇
世
紀
前
半
の
イ

マ
ジ
ズ
ム
（im

agism

）
や
、
詩
人
、
ア
ポ
リ
ネ
ー
ル
が
名
づ
け
た
フ
ラ
ン
ス

の
エ
ス
プ
リ
・
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
（esprit nouveau

）
な
ど
を
あ
げ
る
の
が
通
例
で

あ
る
。
エ
ズ
ラ
・
パ
ウ
ン
ド
（Ezra Pound, 1885

─1972

）
が
イ
マ
ジ
ズ
ム
を

喧
伝
す
る
よ
う
に
な
っ
た
き
っ
か
け
は
、
二
〇
世
紀
へ
の
転
換
期
に
ロ
ン
ド
ン

で
、
野
口
米
次
郎
（
一
八
七
五
〜
一
九
四
七
）
か
ら
芭
蕉
俳
諧
を
少
な
い
言
葉

で
精
神
の
高
み
を
表
現
す
る
「
東
洋
の
象
徴
主
義
」
と
紹
介
さ
れ
た
こ
と
だ
っ
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経
過
敏
さ
ゆ
え
に
、「
主
観
的
傾
向
」
を
増
し
て
、「
空
想
、
深
秘
、
象
徴
」
へ

向
か
っ
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
が
、
フ
ォ
ル
ケ
ル
ト
『
美
学
上
の
時
事

問
題
』
を
紹
介
し
た
森
鴎
外
『
審
美
新
説
』
の
内
容
を
踏
襲
し
て
い
る
こ
と
は

明
ら
か
だ
ろ
う
。

　

そ
し
て
、「『
生
』
に
於
け
る
試
み
」（
一
九
〇
八
）
に
な
る
と
「
単
に
作
者

の
主
観
を
加
へ
な
い
の
み
な
ら
ず
、
客
観
の
事
象
に
対
し
て
も
少
し
も
そ
の
内

部
に
立
ち
入
ら
ず
、
又
人
物
の
内
部
精
神
に
も
立
ち
入
ら
ず
、
た
ゞ
見
た
ま
ゝ

聴
い
た
ま
ゝ
触
れ
た
ま
ゝ
の
現
象
さ
な
が
ら
に
書
く
」
こ
と
へ
と
論
点
移
動
し

て
い
る
。
こ
れ
が
彼
の
い
う
「
平
面
描
写
」
の
内
実
と
見
て
よ
い
。
こ
の
場
合
、

花
袋
は
「
人
物
の
内
部
」
に
立
ち
入
る
こ
と
を
避
け
る
（
20
）。

す
な
わ
ち
感
情
移
入

は
拒
否
さ
れ
て
い
る
。
翌
年
の
「
描
写
論
」（
一
九
一
一
）
で
は
、
フ
ラ
ン
ス

印
象
派
絵
画
を
手
本
に
、「
自
然
を
其
ま
ゝ
に
写
さ
う
と
」「
自
分
を
空む
な

し
う
し

て
」、
か
つ
作
者
の
人
格
の
一
切
を
「
具
象
的
に
顕
は
さ
う
と
」
す
る
こ
と
に

「
描
写
」
の
要
諦
が
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
こ
こ
で
人
格
の
一
切
と
は
、
絵
に

画
家
独
自
の
対
象
の
見
方
が
表
れ
る
こ
と
な
ど
を
意
味
し
て
い
る
。

　

岩
野
泡
鳴
の
場
合
に
は
、
視
点
人
物
の
印
象
に
徹
す
る
こ
と
が
、
す
な
わ
ち

「
生
命
の
現
れ
」
と
し
て
の
記
述
と
さ
れ
る
し
く
み
で
考
え
ら
れ
て
お
り
、「
生

命
」
の
象
徴
主
義
で
あ
る
（
21
）。

こ
の
し
く
み
に
つ
い
て
、
次
節
で
述
べ
る
。

　

す
で
に
、
詩
に
も
彫
刻
に
も
活
躍
し
た
高
村
光
太
郎
（
一
八
八
三
〜
一
九
五

六
）
の
エ
ッ
セ
イ
「
緑
色
の
太
陽
」（
一
九
一
〇
）
が
「
も
し
、
太
陽
が
緑
色
に

見
え
た
ら
、
緑
色
に
描
い
て
よ
い
」
と
い
う
印
象
主
義
を
宣
言
し
て
い
た
。
こ

う
し
て
、
感
覚
こ
そ
が
唯
一
確
実
な
も
の
で
、
個
性
を
決
定
す
る
と
い
う
表
現

内
記
ふ
う
に
ま
と
め
る
が
、
絵
画
と
ち
が
っ
て
文
章
な
の
で
、
時
間
の
経
緯
に

よ
っ
て
印
象
の
移
り
ゆ
く
様
を
書
く
こ
と
に
な
る
。
ツ
ル
ゲ
ー
ネ
フ
『
猟
人
日

記
』（Zapiski ohotnika, 1847

─52

）
中
「
あ
い
ゞ
き
」（Rendezvous

）
の
二

葉
亭
四
迷
訳
（
一
八
八
八
）
が
時
間
の
推
移
に
伴
う
景
色
の
変
化
を
描
い
て
い

る
こ
と
に
触
発
さ
れ
た
こ
と
も
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
中
に
は
歩
み
な
が
ら
光

景
が
変
化
す
る
様
を
描
く
試
み
も
見
え
る
。
独
歩
は
「
自
然
の
日
記
」
を
徳
富

蘆
花
（
一
八
六
八
〜
一
九
二
七
）
に
も
勧
め
、
蘆
花
は
「
自
然
に
対
す
る
五
分

時
」（
一
八
九
九
）
な
ど
情
景
の
変
化
を
書
く
ス
ケ
ッ
チ
集
を
『
自
然
と
人
生
』

（
一
九
〇
〇
）
中
に
ま
と
め
る
。
こ
れ
は
長
く
文
章
の
規
範
と
さ
れ
た
。

　

文
章
の
印
象
主
義
は
、
ド
イ
ツ
感
情
移
入
（em

phasis

）
美
学
の
受
容
と
交

錯
し
つ
つ
、
田
山
花
袋
（
一
八
七
一
〜
一
九
三
〇
）
の
「
平
面
描
写
」
論
や
岩

野
泡
鳴
（
一
八
七
三
〜
一
九
二
〇
）
の
「
一
元
描
写
」
論
を
生
む
。
と
も
に
視

点
人
物
が
感
覚
で
受
け
と
っ
た
印
象
に
限
り
、
別
の
語
り
手
の
視
点
を
導
入
し

な
い
こ
と
を
意
味
す
る
が
、
や
や
ち
が
い
も
あ
る
。
田
山
花
袋
「
事
実
の
人

生
」（
一
九
〇
六
）
で
は
「
事
実
を
事
実
の
儘
自
然
に
書
く
」
こ
と
を
主
張
し

て
い
た
が
、「
文
章
講
壇

─
写
生
と
い
ふ
こ
と
」（
一
九
〇
七
年
七
月
）
で
は
、

島
崎
藤
村
「
黄た
そ

昏が
れ

」（
一
九
〇
七
）
を
例
に
あ
げ
て
、
人
物
の
「
外
部
内
部
」

を
と
ら
え
た
「
立
体
的
写
生
」、
な
い
し
は
「
主
観
と
客
観
の
一
致
」、
ま
た

「
一
人
称
」（
的
視
点
）
と
「
三
人
称
」（
的
視
点
）
の
「
渾
然
一
致
」
を
推
奨
す

る
と
こ
ろ
に
向
か
っ
て
い
た
。
そ
し
て
、『
蒲
団
』
が
発
表
さ
れ
た
翌
月
の

「
象
徴
派
」（
一
九
〇
七
年
一
一
月
、『
イ
ン
キ
壺
』
所
収
、
一
九
〇
三
）
で
は
、
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
の
「
自
然
主
義
」
が
「
純
客
観
」
に
出
発
し
な
が
ら
、
近
代
人
の
神
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ィ
シ
ズ
ム
藝
術
の
う
ち
に
は
ら
ま
れ
て
い
た
邪
教
や
異
端
の
信
仰
を
、
む
し
ろ

世
界
観
や
藝
術
観
の
前
面
に
押
し
出
し
、
物
象
の
背
後
の
神
秘
的
世
界
の
開
示

を
狙
う
。
そ
の
手
立
て
と
し
て
、
こ
と
ば
の
指
示
す
る
物
や
色
、
音
な
ど
に
、

も
う
ひ
と
つ
の
意
味
を
も
た
せ
、
幻
覚
の
世
界
を
つ
く
る
。
象
徴
詩
の
巨
匠
、

ス
テ
フ
ァ
ヌ
・
マ
ラ
ル
メ
（Stéphane M

allarm
é, 1842

─98

）
は
ロ
ン
ド
ン
講

演
「
リ
ヒ
ァ
ル
ト
・
ワ
ー
グ
ナ
ー

─
あ
る
フ
ラ
ン
ス
詩
人
の
夢
想
」

（Richard W
argner; “Reverie d ’un poete Français, ” 1885

）
で
、
詩
が

こ
の
世
に
君
臨
す
る
日
に
は
、
そ
れ
は
す
な
わ
ち
「
民
衆
の
な
か
で
眠
っ
て
い

る
あ
る
一
日
を
呼
び
起
こ
す
祭
典
、
ほ
と
ん
ど
ひ
と
つ
の
宗
教
」（Cerem

onies 

d ’un jour qui git au sein, inconscient, de la foule : presque un Cult

）

に
な
る
だ
ろ
う
と
述
べ
、「
天
に
刻
ま
れ
た
寓
話
」（la Fable, cell inscrite 

sur la page des Cieux

）
を
、
こ
の
地
上
に
「
神
秘
劇
」（M

ythtere

）
と
し

て
実
現
す
る
企
て
を
語
っ
て
い
る
（
25
）。

フ
ラ
ン
ス
象
徴
主
義
は
、
源
泉
の
ひ
と
つ

に
エ
ド
ガ
ー
・
ア
ラ
ン
・
ポ
ー
（Edgar A

llan Poe, 1809

─49

）
の
世
界
を
も

つ
が
、
一
九
世
紀
後
期
に
イ
ギ
リ
ス
に
も
飛
び
火
し
、
神
秘
的
象
徴
主
義
に
よ

っ
て
産
業
革
命
に
よ
る
社
会
の
変
貌
に
対
抗
し
た
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ブ
レ
イ
ク
の

世
界
の
発
見
と
称
賛
の
動
き
を
生
ん
だ
。
イ
ギ
リ
ス
一
九
世
紀
に
は
博
物
学
か

ら
理
神
論
も
さ
か
ん
に
な
る
が
、
神
秘
的
な
自
然
崇
拝
の
思
想
も
詩
の
世
界
に

次
第
に
高
ま
っ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
近
代
に
お
い
て
は
、
キ
リ
ス
ト
教
が
邪
教
、
異
端
と
退
け
る
世

界
各
地
の
宗
教
、
そ
れ
に
付
随
す
る
諸
要
素
は
、
あ
く
ま
で
藝
術
の
範
囲
に
囲

い
こ
む
こ
と
で
流
通
し
て
き
た
が
、
神
秘
的
宗
教
性
を
表
に
出
す
象
徴
主
義
藝

観
が
ハ
ウ
ト
ウ
も
の
に
ま
で
ひ
ろ
が
っ
て
い
っ
た
（
22
）。

　

そ
し
て
、
高
村
光
太
郎
「
緑
色
の
太
陽
」
は
、
同
時
に
ロ
ー
カ
ル
・
カ
ラ
ー

の
尊
重
も
打
ち
出
し
て
い
た
。
江
戸
時
代
の
民
謡
集
な
ど
の
翻
刻
も
盛
ん
に
な

り
、
象
徴
詩
人
や
藝
術
家
た
ち
は
郷
土
に
根
ざ
し
た
民
衆
の
心
を
う
た
う
方
向

を
と
る
（
23
）。

こ
れ
と
先
に
述
べ
た
北
原
白
秋
の
童
謡
論
に
お
け
る
自
然
発
生
性
の

賛
美
と
は
生
命
主
義
と
い
う
根
を
ひ
と
つ
に
し
て
い
る
。

三
─
２　

象
徴
主
義

　
「
象
徴
」
は“sym

bol ”

の
訳
語
で
、
抽
象
的
な
観
念
が
具
体
的
な
象か
た
ちを

と
っ

た
徴し
る
しを
意
味
す
る
。
修
辞
学
で
は
暗メ
タ
フ
ア
ー喩
の
一
種
だ
が
、
あ
る
観
念
を
具
象
物

で
置
き
か
え
て
示
す
こ
と
を
い
う
。「
男
性
の
シ
ン
ボ
ル
」
の
よ
う
に
男
性
の

属
性
の
全
体
を
そ
の
も
の
に
代
表
さ
せ
る
こ
と
が
一
般
的
に
了
解
さ
れ
る
場
合

も
あ
る
が
、
何
が
何
の
象
徴
に
な
る
か
は
、
そ
の
文
化
圏
の
習
慣
に
よ
っ
て
決

ま
る
。
た
と
え
ば
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
愛
の
象
徴
を
バ
ラ
と
し
た
。
宗
教
体

系
が
大
き
な
役
割
を
果
た
し
、
儀
式
に
お
い
て
器
物
や
言
語
は
象
徴
と
し
て
用

い
ら
れ
る
の
で
、
近
代
美
学
で
は
原
始
宗
教
に
伴
う
も
の
と
し
て
美
的
価
値
は

低
く
見
ら
れ
て
い
た
。
フ
ェ
ノ
ロ
サ
「
美
術
真
説
」（
一
八
八
二
）
と
フ
ラ
ン

ス
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
ユ
ー
ジ
ー
ヌ
・
ヴ
ェ
ロ
ン
「
美
学
」（Eugène 

V
éron, L

’E
sthétique, 1878, 

中
江
兆
民
訳
「
維
氏
美
学
」
一
八
八
三
〜
八
四
）
は
、

イ
デ
ア
リ
ズ
ム
と
リ
ア
リ
ズ
ム
と
い
う
対
照
的
な
立
場
に
立
つ
藝
術
論
だ
が
、
と

も
に
、
そ
の
よ
う
に
用
い
て
い
る
（
24
）。

　

だ
が
、
フ
ラ
ン
ス
象
徴
主
義
は
、
こ
の
象
徴
の
意
味
を
転
換
し
、
ロ
マ
ン
テ
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日本モダニズム文藝史のために

『
新
古
今
和
歌
集
詳
解
』
全
七
巻
（
一
八
九
七
〜
一
九
〇
八
）
が
、
そ
れ
ま
で
相

対
的
に
評
価
の
低
か
っ
た
『
新
古
今
和
歌
集
』
の
余
情
表
現
の
藝
術
的
価
値
を

高
め
、
象
徴
主
義
評
価
の
高
ま
り
に
載
せ
た
。

　

岩
野
泡
鳴
は
『
神
秘
的
半
獣
主
義
』（
一
九
〇
六
）
は
、
冒
頭
に
「
自
然
主

義
が
深
ま
る
と
神
秘
に
向
か
う
」
と
述
べ

─
こ
こ
に
も
鴎
外
が
紹
介
し
た
フ

ォ
ル
ケ
ル
ト
の
い
う
「
後
自
然
主
義
」
の
考
え
が
映
っ
て
い
る

─
、
神
秘
的

観
念
論
を
脱
ぎ
捨
て
刹
那
の
生
命
の
燃
焼
、
感
情
こ
そ
が
す
べ
て
と
説
き
、
ま

た
マ
ラ
ル
メ
を
ふ
く
む
フ
ラ
ン
ス
象
徴
詩
の
導
入
を
図
っ
た
詩
集
『
闇
の
盃

盤
』（
一
九
〇
八
）
を
ま
と
め
た
。

　

ド
イ
ツ
で
は
感
情
移
入
美
学
に
よ
っ
て
、
景
物
と
感
情
と
が
一
体
化
し
た
情

景
、
そ
の
雰
囲
気
を
醸
し
だ
す
こ
と
を
狙
う
象
徴
主
義
が
盛
ん
に
な
り
、「
生

の
哲
学
」
は
内
部
生
命
の
表
現
を
う
た
い
、
表
現
主
義
を
生
む
。
そ
の
ド
イ
ツ

か
ら
帰
っ
た
島
村
抱
月
は
、
感
情
移
入
美
学
に
も
と
づ
き
、「
今
の
文
壇
と
新

自
然
主
義
」（
一
九
〇
七
）
で
、
自
然
と
自
己
が
一
体
に
な
っ
た
境
地
を
「
新

自
然
主
義
」
な
ど
と
呼
び
、
全
存
在
を
観
照
す
る
美
学
を
提
唱
し
た
。
そ
れ
は

あ
く
ま
で
世
界
全
体
を
味
わ
う
態
度
で
あ
り
、
創
作
方
法
と
は
結
び
つ
き
に
く

い
。

　

そ
れ
に
対
し
て
、
詩
人
で
は
『
ス
バ
ル
』
か
ら
出
た
木
下
杢
太
郎
（
一
八
八

五
〜
一
九
四
五
）
や
北
原
白
秋
が
言
葉
に
よ
っ
て
「
情
調
」
を
醸
し
だ
す
こ
と

を
主
眼
に
置
く
詩
風
を
開
拓
し
、
ま
た
横
瀬
夜
雨
（
一
八
七
八
〜
一
九
三
四
）

ら
と
と
も
に
小
唄
の
情
緒
を
活
か
し
、
象
徴
詩
は
一
九
一
〇
年
代
に
全
盛
期
に

入
る
。
短
歌
で
は
斎
藤
茂
吉
『
赤
光
』（
一
九
一
三
）
や
前
田
夕
暮
『
生
く
る

術
は
、
そ
れ
ら
の
宗
教
性
の
復
権
を
目
論
む
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
逆
に
、
藝
術

が
普
遍
性
、
永
遠
性
を
獲
得
す
る
こ
と
に
向
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
現
代
藝

術
に
と
っ
て
極
め
て
大
き
い
意
味
を
も
っ
て
い
る
。

　

象
徴
は
、
も
と
も
と
漢
語
に
な
か
っ
た
語
で
あ
る
。
だ
が
、
東
ア
ジ
ア
で
も

物
象
を
あ
る
観
念
の
徴
、
な
い
し
は
寓
こ
と
よ
せと

し
て
扱
う
こ
と
は
古
く
か
ら
な
さ
れ

て
い
た
。
イ
ン
ド
で
、
仏
教
を
興
し
た
釈
迦
は
、
本
来
の
仏
が
現
実
に
顕
れ
た

者
と
い
う
考
え
が
生
ま
れ
、
中
国
で
発
展
し
た
天
台
宗
は
現
象
即
本
質
（
現
象

に
本
質
が
現
れ
る
）
を
説
き
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
現
に
存
在
す
る
事
象
Ａ
の

「
正
体
」
は
Ｂ
と
す
る
考
え
方
や
「
見
立
て
」
や
「
や
つ
し
」「
も
ど
き
」
な
ど

が
藝
能
や
俳
諧
な
ど
江
戸
時
代
の
庶
民
の
遊
び
に
も
ひ
ろ
が
っ
た
。
た
と
え
ば

白
い
象
に
乗
っ
た
遊
女
を
観
音
菩
薩
に
見
立
て
る
こ
と
に
は
、
イ
メ
ー
ジ
や
意

味
の
二
重
性
が
保
持
さ
れ
、
宗
教
的
象
徴
一
般
と
は
異
な
る
。
だ
が
、
象
徴
主

義
藝
術
の
台
頭
に
伴
い
、「
見
立
て
」
遊
び
も
象
徴
と
見
な
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
い
っ
た
。

　

森
鴎
外
の
『
審
美
新
説
』
を
受
け
取
っ
た
蒲
原
有
明
（
一
八
七
六
〜
一
九
五

二
）
は
、
ま
ず
都
会
の
景
物
と
自
身
の
想
念
を
重
ね
あ
わ
せ
る
情
景
詩
を
書
き
、

神
秘
的
生
命
主
義
に
向
か
う
『
春
鳥
集
』（
一
九
〇
五
）
を
刊
行
し
て
、
日
本

の
象
徴
詩
の
扉
を
開
い
た
。
そ
の
序
文
で
「
元
禄
期
に
は
芭
蕉
出
で
て
、
隻せ
つ

句く

に
玄げ
ん

致ち

を
寓こ
と

よ
せ
、
凡ぼ
ん

を
錬ね

り
て
霊
を
得
た
り
。
わ
が
文
学
中
最
も
象
徴
的
な

る
も
の
」（
ほ
ん
の
一
句
に
宇
宙
の
根
源
を
こ
と
よ
せ
、
あ
り
ふ
れ
た
こ
と
を

錬
り
あ
げ
て
神
妙
の
境
地
に
達
し
て
い
る
）
と
い
う
。
こ
こ
か
ら
芭
蕉
俳
諧
を

象
徴
主
義
文
藝
と
見
な
す
流
れ
が
つ
く
ら
れ
て
い
っ
た
。
他
方
、
塩
井
雨
江
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自
意
識
の
波
た
ち
に
焦
点
を
あ
わ
せ
る
傾
向
が
強
く
、
ま
た
、
随
筆
形
式
の
作

品
は
雑
誌
の
随
想
欄
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
も
あ
っ
た
（
26
）。

　

象
徴
主
義
を
強
く
意
識
し
た
短
篇
小
説
と
し
て
は
、
夏
目
漱
石
「
一
夜
」

（
一
九
〇
五
）
が
あ
る
。
戯
作
の
趣
き
を
残
し
つ
つ
、
男
ふ
た
り
と
女
一
人
の

一
夜
の
邂
逅
に
、「
人
生
」（
人
間
性
の
全
体
）
を
象
徴
さ
せ
る
意
図
が
「
一
刻

を
知
れ
ば
正マ
マ

に
人
生
を
知
る
」「
彼
等
の
一
夜
を
描
い
た
の
は
彼
等
の
生
涯
を

描
い
た
の
で
あ
る
（
27
）」
と
端
的
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、
漱
石
『
文
学
論
』

（
一
九
〇
七
）
は
、「
感
興
」
を
盛
り
込
む
こ
と
、
呼
び
起
こ
す
こ
と
に
力
点
を

置
い
て
お
り
、
子
規
の
印
象
主
義
と
近
接
し
て
い
る
。

　

世
界
全
体
の
運
行
か
ら
見
れ
ば
、
取
る
に
足
ら
な
い
一
人
の
人
間
の
生
涯
の

ひ
と
こ
ま
を
書
き
、
そ
こ
に
人
間
性
の
真
実
が
開
示
さ
れ
る
こ
と
を
モ
ッ
ト
ー

に
し
た
の
は
、
モ
ー
パ
ッ
サ
ン
だ
っ
た
。
モ
ー
パ
ッ
サ
ン
の
場
合
、
実
証
主
義

の
風
潮
の
な
か
で
、
そ
の
人
生
の
ひ
と
こ
ま
は
、
容
赦
な
く
突
き
離
し
て
観
察

さ
れ
、
人
生
の
皮
肉
の
暴
露
に
傾
く
こ
と
が
多
い
が
、
そ
れ
も
ま
た
象
徴
主
義

の
一
種
に
折
り
返
す
こ
と
が
で
き
る
。
ロ
マ
ン
主
義
の
な
か
で
伝
説
類
を
題
材

に
し
て
も
、
そ
れ
は
同
じ
で
あ
る
。
芥
川
龍
之
介
や
谷
崎
潤
一
郎
、
ま
た
佐
藤

春
夫
ら
の
初
期
の
短
篇
が
様
ざ
ま
な
傾
き
を
も
ち
な
が
ら
も
、
人
生
の
一
片
の

真
実
を
象
徴
的
に
形
象
化
す
る
方
向
を
と
っ
た
の
も
、
こ
の
よ
う
な
意
味
で
の

象
徴
を
狙
う
時
節
が
到
来
し
て
い
た
こ
と
を
語
っ
て
い
よ
う
。

三
─
３　

ア
ー
リ
イ
・
モ
ダ
ニ
ズ
ム

　

こ
れ
と
並
行
し
て
、
絵
画
の
「
ア
ー
リ
イ
・
モ
ダ
ニ
ズ
ム
」
に
相
当
す
る
詩

日
に
』（
一
九
一
四
）
が
ゴ
ッ
ホ
や
ム
ン
ク
ら
の
名
を
織
り
込
む
な
ど
後
期
印

象
派
、
表
現
主
義
絵
画
の
受
容
を
見
せ
、
斎
藤
茂
吉
が
写
生
は
自
分
の
「
生
命

の
象
徴
」
で
あ
る
と
し
て
い
た
と
こ
ろ
か
ら
、
一
歩
踏
み
こ
ん
で
、「
実
相
に

観
入
し
て
自
然
・
自
己
一
元
の
生
を
写
す
」
を
も
っ
て
短
歌
に
お
け
る
写
生
と

定
式
化
し
た
。

　

さ
ら
に
、
阿
部
次
郎
が
「
内
生
活
直
写
の
文
学
」（
一
九
一
〇
）
か
ら
「
内

部
生
命
の
表
現
」
と
い
う
表
現
観
が
ひ
ろ
が
り
は
じ
め
た
。
こ
れ
は
印
象
や
感

想
、
思
索
な
ど
を
自
由
に
展
開
す
る
エ
ッ
セ
イ
の
形
式
を
新
た
な
文
藝
と
し
て

提
案
す
る
も
の
で
、『
三
太
郎
の
日
記
』（
一
九
一
四
、
第
二
、
一
九
一
五
、
第
三

ま
で
の
合
本
一
九
一
八
）
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
る
。
阿
部
次
郎
の
場
合
に
は
、

感
情
移
入
と
人
格
論
を
結
び
つ
け
て
論
じ
る
リ
ッ
プ
ス
の
哲
学
に
学
ん
で
、

「
内
生
活
直
写
」
を
重
ね
る
こ
と
で
人
格
形
成
を
果
た
す
と
い
う
傾
き
が
強
く
、

流
行
語
の
よ
う
に
な
っ
た
青
春
期
の
精
神
の
「
彷
徨
」
は
、
そ
の
過
程
と
し
て

意
味
を
も
つ
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
和
辻
哲
郎
が
ベ
ル
ク
ソ
ン
哲
学
を

参
照
し
た
『
ニ
イ
チ
ェ
研
究
』（
一
九
一
三
）
に
示
し
た
哲
学
や
藝
術
は
「
宇

宙
の
生
命
」
の
表
現
と
い
う
考
え
な
ど
か
ら
、「
普
遍
的
生
命
」
の
象
徴
表
現

と
い
う
理
念
が
文
藝
界
を
覆
っ
て
い
っ
た
。

　

こ
れ
ら
の
提
唱
が
、
志
賀
直
哉
「
城
の
崎
に
て
」（
一
九
一
七
）
な
ど
随
筆

形
式
の
「
心
境
小
説
」
を
さ
か
ん
に
す
る
き
っ
か
け
の
ひ
と
つ
と
な
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。
志
賀
直
哉
が
「
或
る
朝
」（
一
九
〇
八
）
な
ど
「
非
小
説
」
と
ノ

ー
ト
に
記
し
て
い
る
の
は
、
そ
の
形
式
が
小
説
の
規
範
に
の
っ
と
っ
て
い
な
い

こ
と
を
よ
く
知
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
志
賀
の
初
期
作
品
に
は
、
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九
）
と
な
っ
た
。
風
物
に
芭
蕉
俳
諧
の
情
景
を
重
ね
、
丘
陵
を
妖
精
の
遊
ぶ

「
フ
ェ
ア
リ
ー
・
ラ
ン
ド
」
に
も
、
そ
の
曲
線
を
描
く
凹
凸
を
女
体
に
も
見
立

て
、
幻
視
や
幻
聴
に
見
舞
わ
れ
、
神
経
衰
弱
ゆ
え
に
こ
そ
味
わ
う
美
も
記
さ
れ

る
。
が
、
丹
精
込
め
て
育
て
た
薔
薇
に
虫
が
つ
い
て
い
た
こ
と
を
自
身
の
病
ん

だ
精
神
の
象
徴
と
嘆
い
て
終
わ
る
（
28
）（

な
お
、「
心
境
小
説
」
は
、
欧
米
で
も
中
国
で

も
、
小
説
と
は
認
め
ら
れ
な
い
随
筆
形
式
の
も
の
を
指
し
て
い
た
が
、
こ
の
心
境
を

開
陳
す
る
こ
と
を
主
眼
と
し
た
私
小
説
形
式
の
佐
藤
春
夫
『
田
園
の
憂
鬱
』
な
ど
も
、

心
境
小
説
の
よ
う
に
呼
ば
れ
た
た
め
、
原
義
が
あ
い
ま
い
に
な
る
傾
向
も
生
じ
た
）。

三
─
４　

表
現
の
形
式
と
構
成
法
へ
の
関
心

　

一
九
二
〇
年
代
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
文
藝
は
、
表
現
の
形
式
性
と
断
片
の
構
成
法

へ
の
意
識
を
強
め
て
ゆ
く
。
新
感
覚
派
が
情
緒
に
訴
え
る
表
現
を
嫌
い
、
暗
喩

を
多
用
し
た
知
的
な
構
成
を
狙
う
こ
と
を
理
念
化
し
よ
う
と
し
た
横
光
利
一

「
感
覚
活
動
─
感
覚
活
動
と
感
覚
的
作
物
に
対
す
る
非
難
へ
の
逆
説
」（
一
九
二

五
「
新
感
覚
論
」）
が
「
自
然
の
外
相
を
剥
奪
し
物
自
体
に
躍を
ど

り
込
む
主
観
の
直

感
的
触
発
物
」

─
こ
れ
だ
け
な
ら
、
斎
藤
茂
吉
の
「
実
相
に
観
入
し
て
自

然
・
自
己
一
体
の
生
を
写
す
」
と
変
わ
ら
な
い

─
と
し
て
得
ら
れ
た
認
識
断

片
を
、
知
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
に
よ
っ
て
象
徴
表
現
と
し
て
構
成
す
る
こ
と
を
説

い
た
の
が
指
標
に
な
る
（
29
）。
横
光
は
文
藝
表
現
が
物
質
的
形
象
（
イ
ン
ク
の
染
み
）

で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
、
意
味
を
重
ん
じ
る
マ
ル
ク
ス
主
義
と
の
間
で
論
争
に

な
っ
た
（
形
式
主
義
文
学
論
争
、
一
九
二
八
）。

　

だ
が
、
ふ
つ
う
の
詩
が
文
章
の
意
味
を
担
っ
て
い
る
こ
と
に
対
し
て
、
自
然

が
展
開
す
る
。
山
村
暮
鳥
（
一
八
八
四
〜
一
九
二
四
）
は
、
象
徴
詩
に
ひ
か
れ

た
倦
怠
感
な
ど
の
心
の
情
調
を
醸
す
詩
集
『
三
人
の
処
女
』（
一
九
一
三
）
に

出
発
し
た
が
、
奇
抜
な
こ
と
ば
や
イ
メ
ー
ジ
の
と
り
あ
わ
せ
を
狙
う
前
衛
的
な

作
品
を
詩
集
『
聖
三
稜
玻
璃
』（
一
九
一
五
）
に
ま
と
め
た
。「
三
稜
玻
璃
」
は

プ
リ
ズ
ム
（prism

）
の
訳
語
で
、
聖
な
る
光
を
屈
折
、
散
乱
さ
せ
る
装
置
の

意
味
だ
ろ
う
。
暮
鳥
は
、
や
が
て
東
洋
的
な
宗
教
の
慈
愛
の
感
情
を
ご
く
平
易

な
こ
と
ば
で
醸
し
出
す
作
風
に
向
か
っ
た
。

　

絵
画
に
も
活
躍
し
た
神
原
泰
が
「
後
期
立
体
詩
」
と
名
づ
け
る
「
真
昼
の
市

街
」（
一
九
一
七
）
は
「
赤
、
黒
、
青
、
藍
、
緑
／
自
動
車
、
カ
フ
ェ
ー
、
パ

ラ
ソ
ル
／
色
、
リ
ズ
ム
、
雑
音

─
此
等
す
べ
て
エ
ゴ
イ
ズ
ム
の
華
美
よ
／
流

動
し
合
一
し
流
転
す
今

─
真
昼
」
と
は
じ
ま
る
。
神
原
は
化
学
元
素
の
名
を

散
乱
さ
せ
る
詩
も
書
い
た
。

　

そ
し
て
、
都
会
の
力
動
を
地
獄
絵
の
よ
う
に
形
象
化
す
る
象
徴
詩
が
佐
藤
惣

之
助
『
深
紅
の
人
』（
一
九
二
一
）
や
中
西
悟
堂
『
東
京
市
』（
一
九
二
二
）
な

ど
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
。
中
西
悟
堂
「
淫
ら
な
都
市
」
は
「
悠
遠
な
現
実
の
錬

金
術
師
は
／
水
や
火
の
元
素
か
ら
肉
体
を
組
合
せ
／
情
熱
や
霊
魂
を
吹
入
れ
て

／
熱
い
肉
体
の
花
を
咲
か
す
／
（
一
行
空
き
）
／
肉
体
は
闇
の
力
に
引
寄
せ
ら

れ
て
／
血
の
温
度
の
渙
発
す
る
都
市
を
慕
い
／
遺
伝
も
青
春
も
携
え
て
／
市
街

の
地
獄
に
漂
流
し
て
く
る
」
と
は
じ
ま
る
。

　

小
説
で
は
、
都
会
で
神
経
を
病
み
、
神
奈
川
県
の
片
田
舎
に
日
々
を
送
り
な

が
ら
、
矛
盾
葛
藤
し
、
行
き
悩
む
精
神
の
彷
徨
を
記
録
し
た
の
が
佐
藤
春
夫

『
病
め
る
薔
薇
』（
一
九
一
八
）
で
あ
り
、
改
稿
し
て
『
田
園
の
憂
鬱
』（
一
九
一
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蟻
が
／
蝶
の
羽
を
ひ
い
て
行
く
／
あ
あ
／
ヨ
ッ
ト
の
や
う
だ

　

目
に
し
た
小
さ
な
出
来
事
を
瞬
時
に
別
の
も
の
に
見
立
て
る
俳
諧
の
応
用
で
、

タ
イ
ト
ル
の
「
土
」
は
一
瞬
に
し
て
海
原
と
化
す
。
思
想
的
な
意
味
は
な
く
、

四
行
に
短
長
を
繰
り
返
す
形
式
を
工
夫
し
て
い
る
（
30
）。

　

ま
た
構
成
法
へ
の
関
心
は
、
文
藝
に
映
画
の
カ
ッ
ト
割
り
や
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ

の
手
法
を
導
き
入
れ
る
。
小
説
で
は
谷
崎
潤
一
郎
「
痴
人
の
愛
」（
一
九
二
四
）

が
カ
ッ
ト
割
り
を
意
識
的
に
用
い
て
い
る
（
31
）。

詩
で
は
一
九
三
〇
年
前
後
か
ら
北

川
冬
彦
ら
が
一
カ
ッ
ト
一
行
の
「
シ
ネ
・
ポ
エ
ム
」
を
は
じ
め
る
。

三
─
５　

こ
の
小
説
の
小
説

　

一
九
三
五
年
こ
ろ
か
ら
、
逆
に
描
写
で
は
映
画
に
か
な
わ
な
い
と
い
う
意
識

が
作
家
た
ち
の
あ
い
だ
に
ひ
ろ
が
り
、
し
ゃ
べ
る
よ
う
に
書
く
饒
舌
体
が
方
法

と
し
て
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
高
見
順
が
「
描
写
の
後
に
寝
て
い
ら
れ
な

い
」（
一
九
三
八
）
と
唱
え
、
転
向
に
よ
っ
て
崩
壊
に
瀕
し
た
内
面
を
す
べ
て

吐
き
出
す
ス
タ
イ
ル
を
採
用
す
る
が
、
そ
れ
に
は
一
面
、
こ
の
よ
う
な
背
景
が

あ
っ
た
。

　

だ
が
、「
喋
る
よ
う
に
書
く
」
こ
と
の
追
求
は
、
佐
藤
春
夫
「
西
班
牙
犬
の

家
」（
一
九
一
七
）
あ
た
り
か
ら
は
じ
ま
っ
て
い
た
。
文
末
表
現
を
「
だ
、
で

あ
る
」
に
統
一
す
る
こ
と
に
向
か
っ
た
明
治
期
「
言
文
一
致
」
と
は
異
な
り
、

こ
れ
は
表
現
の
即
興
性
に
か
け
る
饒
舌
体
の
摸
索
で
あ
る
。
大
正
期
の
知
識
人

観
や
人
生
観
な
ど
の
観
念
を
離
れ
、
読
者
の
眼
を
驚
か
せ
て
詩
と
い
う
概
念
を

転
換
す
る
実
験
と
し
て
は
、
よ
り
早
く
、
山
村
暮
鳥
の
詩
「
風
景
（
純
銀
モ
ザ

イ
ク
）」（
一
九
一
五
）
が
知
ら
れ
る
。「
い
ち
め
ん
の
な
の
は
な
」
を
八
行
並
べ
、

最
後
か
ら
二
行
目
に
「
か
す
か
な
る
む
ぎ
ふ
え
」
を
置
き
、
そ
の
形
式
を
三
連

繰
り
返
す
（
第
二
連
に
は
「
ひ
ば
り
の
お
し
や
べ
り
」、
第
三
連
に
は
「
や
め
る
は

ひ
る
の
つ
き
」
を
挿
入
）
も
の
。
小
説
で
は
佐
藤
春
夫
『
病
め
る
薔
薇
』
に
、

雨
降
り
を
「
…
…
」
を
何
行
も
重
ね
る
部
分
が
見
ら
れ
る
。

　
「D

A
D

A

は
一
切
を
断
言
し
否
定
す
る
」
で
始
ま
る
高
橋
新
吉
の
詩
集
『
ダ

ダ
イ
ス
ト
新
吉
の
詩
』（
一
九
二
三
）
に
は
、
物
象
が
散
乱
し
、
騒
音
が
飛
び

交
う
様
子
を
活
字
を
散
ら
し
て
示
し
、「
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿

皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
／
倦
怠
」
と
は
じ
ま
る
断
片
も
あ
る
。
こ
れ
は
食
堂

の
ウ
ェ
イ
タ
ー
が
重
労
働
に
う
ん
ざ
り
す
る
気
持
の
象
徴
表
現
に
な
っ
て
い
る
。

の
ち
、
春
山
行
夫
『
植
物
の
断
面
』（
一
九
二
九
）
中
に
「
白
い
少
女
」
を
縦

に
六
つ
、
横
に
一
四
行
矩
形
に
並
べ
た
作
品
が
あ
る
。
白
い
夏
服
を
着
た
少
女

の
行
列
を
想
い
浮
か
ば
せ
る
が
、
こ
の
詩
を
見
る
人
が
み
な
想
い
浮
か
べ
る
と

は
限
ら
な
い
。
暮
鳥
「
風
景
」
よ
り
、
こ
と
ば
の
指
示
対
象
の
具
体
性
か
ら
離

れ
る
度
合
が
強
い
。

　

表
現
か
ら
感
情
や
意
味
を
抜
く
こ
と
は
、
ナ
ン
セ
ン
ス
に
通
じ
る
。
小
説
で

は
、
即
興
的
な
饒
舌
な
お
し
ゃ
べ
り
が
つ
く
る
ナ
ン
セ
ン
ス
味
が
宇
野
浩
二

「
蔵
の
中
」（
一
九
一
九
）
な
ど
に
よ
っ
て
拓
か
れ
、
牧
野
信
一
「
ゼ
ー
ロ
ン
」

（
一
九
三
〇
）
な
ど
へ
展
開
し
た
。
俳
諧
の
即
興
と
滑
稽
味
も
活
か
さ
れ
た
。

三
好
達
治
『
南
窗
集
』（
一
九
三
二
）
よ
り
「
土
」。
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人
称
」
な
ど
を
提
案
し
た
。
こ
の
場
合
の
「
純
文
学
」
は
「
私
小
説
」
形
式
を
、

「
通
俗
小
説
」
は
当
代
風
俗
小
説
を
意
味
し
て
い
た
。「
四
人
称
」
と
は
「
私
小

説
」
の
主
人
公
に
し
て
語
り
手
（
視
点
人
物
）
と
し
て
の
「
私
」
に
対
し
て
、

そ
れ
を
書
い
て
い
る
、
も
う
ひ
と
り
の
「
私
」（
書
き
手
）
の
意
識
を
指
し
て

い
う
も
の
だ
っ
た
。

　

ジ
ィ
ド
『
贋
金
づ
く
り
』
は
、
作
家
の
日
常
生
活
の
出
来
事
が
、
彼
が
書
い

て
い
る
作
品
に
反
映
す
る
し
く
み
を
そ
っ
く
り
小
説
化
す
る
試
み
だ
っ
た
。
入

れ
籠
型
の
い
わ
ゆ
る
メ
タ
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
形
だ
が
、
こ
れ
を
ロ
マ
ン
主
義
の

中
で
さ
か
ん
に
な
っ
た
メ
タ
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
形
式
と
同
列
に
扱
う
と
、
二
〇
世

紀
小
説
に
起
こ
っ
た
変
貌
が
理
解
で
き
な
い
。
ジ
ィ
ド
は
す
で
に
『
パ
リ
ュ
ー

ド
』（Paludes, 1895

）
で
、
主
人
公
、
パ
リ
ュ
ー
ド
が
自
分
の
書
い
て
い
る
作

品
ノ
ー
ト
に
言
及
す
る
よ
う
な
し
く
み
を
と
っ
て
い
た
。
そ
の
よ
う
な
し
く
み

に
対
し
て
、
小
説
と
い
う
も
の
を
そ
っ
く
り
対
象
化
す
る
小
説
と
い
う
意
味
で

「
純
粋
小
説
」
と
い
う
名
を
用
い
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
一
九
三
五
年
前
後

の
日
本
で
は
、
断
片
的
な
手
記
や
散
文
詩
な
ど
を
コ
ラ
ー
ジ
ュ
の
よ
う
に
編
集

し
て
、
一
人
の
青
年
の
内
面
の
不
安
を
浮
か
び
あ
が
ら
せ
る
リ
ル
ケ
『
マ
ル
テ

の
手
記
』（Rainer M

aria Rilke, D
ie A

ufzeichnungen des M
alte Laurids 

Brigge, 1910

）
な
ど
も
注
目
も
集
め
て
い
た
。
横
光
利
一
「
純
粋
小
説
論
」
は
、

そ
れ
ら
の
刺
戟
を
受
け
、
新
た
な
小
説
形
式
へ
の
摸
索
に
作
家
た
ち
の
関
心
が

向
か
っ
て
い
る
こ
と
の
一
つ
の
現
れ
だ
っ
た
。

　

そ
し
て
、
横
光
利
一
「
純
粋
小
説
論
」
と
同
じ
年
に
、
い
ま
書
い
て
い
る

「
こ
の
小
説
」
と
そ
れ
を
書
い
て
い
る
作
家
自
身
の
意
識
を
対
象
化
し
、
同
じ

を
襲
っ
た
倦
怠
感
と
下
降
意
識
と
を
「
私
小
説
」
の
特
徴
で
あ
る
セ
ル
フ
・
パ

ロ
デ
ィ
ー
に
載
せ
て
、
饒
舌
に
展
開
し
た
の
が
宇
野
浩
二
「
蔵
の
中
」（
一
九

一
九
）
だ
っ
た
。
そ
の
中
で
は
、
こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
「
後
で
小
説
に
書
く
」

と
繰
り
返
さ
れ
る
。
言
い
換
え
る
と
「
こ
れ
は
小
説
で
は
な
い
」、
あ
く
ま
で

も
語
り
で
あ
る
と
い
う
態
度
が
明
確
に
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
は
落
語
や
講
談
な
ど
の
語
り
藝
の
語
り
口
を
応
用
し
た
も
の
で
あ
る
。

語
り
手
が
本
筋
か
ら
離
れ
て
、
自
分
の
意
見
な
ど
に
つ
い
て
言
及
す
る
部
分
を

「
草
子
地
」
と
い
い
、
古
く
か
ら
あ
る
し
、
こ
の
小
説
は
人
が
聞
い
た
話
を
そ

の
ま
ま
書
い
た
も
の
で
あ
る
と
ス
ト
ー
リ
ー
の
外
枠
の
設
定
を
行
う
こ
と
は
洋

の
東
西
を
問
わ
ず
に
し
ば
し
ば
行
わ
れ
る
。
ま
た
劇
中
劇
の
よ
う
に
作
中
に
別

の
作
品
を
入
れ
こ
む
形
式
も
あ
ま
た
あ
る
。
が
、
宇
野
浩
二
の
場
合
に
は
、
作

品
を
書
く
こ
と
や
発
表
す
る
こ
と
に
意
識
が
向
け
ら
れ
、
そ
の
意
識
を
そ
の
ま

ま
作
中
で
開
陳
し
て
い
る
点
で
そ
れ
と
は
異
な
る
。

　

こ
の
試
み
は
、「
こ
の
小
説
」
が
途
中
で
妻
に
読
ま
れ
、
創
作
で
は
な
い
と

非
難
さ
れ
る
場
面
を
も
つ
牧
野
信
一
「
蝉
」（
一
九
二
四
）
な
ど
を
生
ん
で
ゆ
く
。

牧
野
信
一
の
場
合
も
、
セ
ル
フ
・
パ
ロ
デ
ィ
ー
か
ら
出
発
し
た
作
家
で
あ
り
、

自
分
の
家
に
つ
い
て
の
葛
藤
ば
か
り
題
材
に
す
る
私
小
説
を
「
創
作
」
と
偽
っ

て
い
る
自
分
を
戯
画
化
し
た
の
だ
っ
た
。

　

そ
し
て
、
一
九
三
五
年
に
は
横
光
利
一
「
純
粋
小
説
論
」
が
、
作
家
本
人
を

モ
デ
ル
に
し
た
作
家
の
日
常
生
活
と
、
彼
が
書
い
て
い
る
小
説
と
を
並
行
し
て

書
く
形
式
を
と
っ
て
い
る
ジ
ィ
ド
『
贋
金
づ
く
り
』（A

ndré Gide, Les Faux- 

m
onnayeurs, 1926

）
に
触
発
さ
れ
、「
純
文
学
」
に
し
て
「
通
俗
小
説
」「
四
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の
建
設
に
進
ん
で
、
日
本
が
国
際
的
に
孤
立
し
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
が
台
頭
す
る
中

を
、
し
か
し
、
な
す
す
べ
も
な
く
不
安
の
漂
う
し
か
な
い
知
識
人
の
自
意
識
を

戯
画
と
し
て
示
す
も
の
だ
っ
た
。

　

太
宰
治
は
、
と
い
え
ば
、
長
篇
小
説
三
部
作
『
虚
構
の
彷
徨
』
と
い
う
題
名

の
書
物
を
刊
行
す
る
ほ
ど
、
様
ざ
ま
な
虚
構
の
形
態
を
工
夫
し
、
自
意
識
の
乱

反
射
と
の
戯
れ
を
繰
り
ひ
ろ
げ
る
。「
め
く
ら
草
紙
」（
一
九
三
六
）
と
い
う
作

品
の
エ
ピ
グ
ラ
フ
に
、
こ
う
あ
る
。

な
ん
に
も
書
く
な
。
な
ん
に
も
読
む
な
。
な
ん
に
も
思
ふ
な
。
た
だ
、
生

き
て
在
れ
（
34
）！

　

作
家
で
あ
る
こ
と
の
自
己
否
定
を
エ
ピ
グ
ラ
フ
に
掲
げ
る
小
説
に
ま
で
至
り

つ
い
て
な
お
、
虚
し
い
虚
構
を
織
り
つ
づ
け
、
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
こ
と
ば
を
吐

き
つ
づ
け
る
。
小
説
を
書
く
と
は
、
い
っ
た
い
何
な
の
か
。
自
分
に
も
読
者
に

も
、
い
や
、
中
空
に
向
け
て
、
問
い
が
突
き
つ
け
ら
れ
る
。

　

一
九
三
五
年
前
後
の
日
本
の
小
説
は
、
二
〇
世
紀
の
新
し
い
風
に
あ
お
ら
れ

て
、
古
来
、
東
洋
で
も
西
洋
で
も
、
お
よ
そ
小
説
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
の
規
範
か

ら
は
ず
れ
る
随
筆
形
式
の
「
心
境
小
説
」
と
い
う
形
式
を
生
み
だ
し
て
い
た
が

ゆ
え
に
、
そ
し
て
、
一
九
二
〇
年
代
に
、
語
り
藝
と
深
く
結
び
つ
い
た
戯
作
の

伝
統
を
呼
び
返
し
、
セ
ル
フ
・
パ
ロ
デ
ィ
ー
を
繰
り
ひ
ろ
げ
て
き
た
ゆ
え
に
、

小
説
を
書
く
こ
と
そ
れ
自
体
を
小
説
の
か
た
ち
に
繰
り
ひ
ろ
げ
、
ま
た
、
そ
の

自
己
否
定
の
言
辞
さ
え
は
ら
ん
で
展
開
し
て
い
た
の
だ
っ
た
。

小
説
内
で
展
開
し

─
そ
れ
に
は
宇
野
浩
二
や
牧
野
信
一
ら
が
開
拓
し
た
饒
舌

体
が
必
要
だ
っ
た

─
、
そ
う
す
る
こ
と
で
小
説
を
運
ん
で
ゆ
く
ま
っ
た
く
新

し
い
虚
構
形
式
の
小
説
が
登
場
す
る
。
石
川
淳
は
「
佳
人
」（
一
九
三
五
）
に

は
じ
ま
る
二
、
三
の
作
品
群
、
太
宰
治
は
「
道
化
の
華
」
な
ど
の
一
連
の
作
品

で
あ
る
（
32
）。「

佳
人
」
は
次
の
よ
う
に
は
じ
ま
る
。

　

わ
た
し
は
…
…
あ
る
老
女
の
こ
と
か
ら
書
き
は
じ
め
る
つ
も
り
で
ゐ
た

の
だ
が
、
い
ざ
と
な
る
と
老
女
の
姿
が
前
面
に
浮
か
ん
で
来
る
代
り
に
、

わ
た
し
は
わ
た
し
は
と
、
ペ
ン
の
尖
が
堰
の
口
で
で
も
あ
る
か
の
や
う
に

わ
た
し
と
い
ふ
溜
り
水
が
際
限
も
な
く
あ
ふ
れ
出
さ
う
な
気
が
す
る
の
は

一
応
わ
た
し
が
自
分
の
こ
と
で
は
ち
き
れ
さ
う
に
な
つ
て
ゐ
る
か
ら
だ
と

思
は
れ
も
す
る
け
れ
ど
、
じ
つ
は
第
一
行
か
ら
意
志
の
押
し
が
き
か
な
い

ほ
ど
お
よ
そ
意
志
な
ど
の
な
い
混
乱
に
お
ち
い
つ
て
ゐ
る
証
拠
か
も
し
れ

な
い
し
、
あ
る
い
は
単
に
事
物
を
正
確
に
あ
ら
は
さ
う
と
す
る
努
力
を
よ

く
し
え
な
い
ほ
ど
懶
惰
な
の
だ
と
い
ふ
こ
と
か
も
知
れ
な
い
（
33
）

　
「
わ
た
し
は
」
と
書
い
て
書
き
淀
む
。
ど
う
し
て
自
分
は
「
わ
た
し
は
」
か

ら
は
じ
め
た
の
か
。
そ
し
て
、
作
家
自
身
の
混
乱
に
お
ち
い
っ
た
、
あ
る
い
は

だ
ら
け
た
精
神
が
開
陳
さ
れ
て
ゆ
く
。
こ
の
冒
頭
の
長
い
一
文
は
、
日
本
共
産

党
が
厳
し
い
弾
圧
を
受
け
た
だ
け
で
な
く
、
指
導
部
か
ら
転
向
者
が
続
出
し
て

瓦
解
し
、
一
時
期
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
を
席
巻
す
る
ほ
ど
の
勢
い
を
見
せ
た
左

翼
的
知
識
人
が
転
向
の
季
節
に
見
舞
わ
れ
、
ま
た
満
洲
事
変
か
ら
「
満
洲
国
」
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た
。
そ
の
小
林
秀
雄
も
、
日
中
戦
争
の
さ
な
か
に
は
「
日
本
的
な
る
も
の
」
を

尋
ね
は
じ
め
、
そ
し
て
対
米
英
戦
争
期
に
は
「
近
代
の
超
克
」
の
合
唱
に
加
わ

る
こ
と
に
な
る
（
39
）。

　

こ
の
時
期
の
「
近
代
化
す
な
わ
ち
西
欧
化
」
の
図
式
は
、
戦
前
期
日
本
は

「（
半
）
封
建
制
」
と
い
う
講
座
派
歴
史
観
と
と
も
に
、
第
二
次
大
戦
後
に
復
活

し
、
歴
史
観
の
主
流
を
な
し
た
。
そ
れ
が
フ
ラ
ン
ス
自
然
主
義
の
受
容
を
基
準

に
し
た
文
学
史
観
を
浸
透
さ
せ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
一
九
二
〇
年
代
に
お
こ
っ
た

狭
義
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
文
藝
の
評
価
も
、
大
衆
文
化
の
展
開
の
解
明
も
大
き
く
立

ち
遅
れ
た
ま
ま
だ
っ
た
。
そ
れ
ら
の
解
明
が
進
ん
だ
の
は
一
九
八
〇
年
代
の
こ

と
で
あ
る
。
ま
し
て
や
二
〇
世
紀
へ
の
転
換
期
か
ら
新
た
な
方
向
を
目
指
す
文

藝
が
お
こ
り
、
そ
れ
が
新
た
な
古
典
評
価
を
生
ん
で
き
た
こ
と
に
つ
い
て
の
解

明
な
ど
手
付
か
ず
の
ま
ま
だ
っ
た
。
そ
の
解
明
は
大
正
生
命
主
義
の
研
究
に
よ

っ
て
拓
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

文
藝
史
は
個
々
の
作
品
が
つ
く
る
言
語
表
現
の
歴
史
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

個
々
の
作
品
の
言
語
表
現
史
上
の
特
徴
を
よ
く
つ
か
む
こ
と
と
、
文
化
史
の
特

殊
な
領
域
と
し
て
の
文
藝
史
の
展
開
を
明
ら
か
に
し
て
ゆ
く
作
業
と
は
、
互
い

に
さ
さ
え
あ
う
関
係
に
お
い
て
進
め
て
ゆ
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
日
本
近
現

代
文
藝
史
の
新
た
な
構
想
は
、
新
た
な
作
品
論
に
途み
ち

を
拓
き
、
か
つ
そ
れ
に
支

え
ら
れ
て
、
よ
り
豊
か
に
、
か
つ
厳
密
に
な
っ
て
ゆ
く
だ
ろ
う
。
そ
れ
ら
を
他

の
文
化
諸
領
域
の
動
向
と
よ
く
関
連
さ
せ
る
こ
と
も
不
可
欠
で
あ
る
。
こ
の
よ

う
に
し
て
個
々
の
作
品
や
作
品
群
の
分
析
と
、
文
藝
史
、
藝
術
史
、
文
化
史
の

再
編
作
業
は
互
い
に
関
連
し
な
が
ら
進
展
し
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。

四
、
結　

び

　

横
光
利
一
の
「
純
粋
小
説
論
」
の
提
案
に
対
し
、
当
代
、
文
藝
批
評
家
の
先

頭
を
走
っ
て
い
た
小
林
秀
雄
「
私
小
説
論
」（
一
九
三
五
）
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
新
し
い
形
式
を
模
倣
し
て
も
何
も
な
ら
な
い
と
冷
た
く
突
き
放
し
た
。「
私

小
説
」
も
「
心
境
小
説
」
も
、
自
分
の
経
験
を
書
く
こ
と
に
お
い
て
変
わ
り
は

な
く
（
35
）、
日
本
に
「
独
特
な
私
小
説
」
が
さ
か
ん
に
な
っ
た
理
由
を
「
自
然
主

義
」
の
隆
盛
の
背
景
を
な
す
実
証
主
義
が
浸
透
し
な
か
っ
た
こ
と
、
ま
た
「
日

本
の
近
代
市
民
社
会
が
狭
隘
で
あ
っ
た
の
み
な
ら
ず
、
要
ら
な
い
肥
料
が
多
す

ぎ
た
（
36
）」

と
論
じ
た
。「
要
ら
な
い
肥
料
」
と
は
俳
句
の
伝
統
の
こ
と
だ
。

　

小
林
秀
雄
（
一
九
〇
二
〜
八
三
）
は
「
文
化
と
文
体
」（
一
九
三
七
）
で
は
「
フ

ラ
ン
ス
で
リ
ア
リ
ズ
ム
小
説
の
盛
大
な
発
展
と
と
も
に
、
サ
ン
ボ
リ
ズ
ム
詩
歌

運
動
が
併
行
し
て
存
し
た
（
37
）」

と
書
き
な
が
ら
、
日
本
の
象
徴
主
義
の
詩
歌
や
小

説
の
隆
勢
に
は
目
を
つ
ぶ
り
、
芭
蕉
俳
諧
が
象
徴
主
義
文
藝
と
再
評
価
さ
れ
て

き
た
流
れ
を
一
顧
だ
に
し
な
か
っ
た
。
小
林
は
「
故
郷
を
失
っ
た
文
学
」（
一

九
三
三
）
で
「
近
代
化
と
い
ふ
言
葉
と
西
洋
的
と
い
ふ
言
葉
が
同
じ
意
味
（
38
）」
と

断
言
し
て
い
る
。
こ
れ
は
伝
統
主
義
の
台
頭
に
対
抗
し
よ
う
と
し
た
勢
力
の
と

っ
た
戦
略
的
立
場
だ
っ
た
。
こ
の
「
西
欧
近
代
に
遅
れ
た
日
本
論
」
は
、
一
九

二
〇
年
代
に
ア
メ
リ
カ
ニ
ズ
ム
が
浸
透
し
、
大
衆
社
会
化
が
進
み
、
日
本
社
会

が
大
き
く
変
貌
し
た
こ
と
に
も
無
頓
着
な
ま
ま
、
近
代
天
皇
制
下
の
日
本
社
会

を
「（
半
）
封
建
制
」
と
規
定
し
た
当
時
の
日
本
共
産
党
系
マ
ル
ク
ス
主
義
の

理
論
（
の
ち
『
日
本
資
本
主
義
発
達
史
講
座
』
に
ま
と
め
ら
れ
る
）
と
同
じ
だ
っ



258

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
基
調
報
告
（
二
〇
〇
九
年
一
一
月
二
五
日
、
中
山
大
学
、
同
報

告
書
、
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
一
一
予
定
。

O
evres com

pletes de Stephane M
allarm

e, T
exte etablis et annote par 

H
enri M

ondor et G.Jean-A
ubry, Bibliotheque de la Pleiade, Edition 

Gallim
ard, 1945.

『
漱
石
全
集
』
第
二
巻
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
四
。

鈴
木
貞
美
「
芭
蕉
再
評
価
と
歌
壇
─
『
生
命
の
表
現
』
と
い
う
理
念
」、『
わ
び
・

さ
び
・
幽
玄
─
「
日
本
的
な
る
も
の
」
へ
の
道
程
』
岩
井
茂
樹
と
共
編
、
水
声

社
、
二
〇
〇
六
。

鈴
木
貞
美
「
三
好
達
治
、
モ
ダ
ニ
ズ
ム
か
ら
戦
争
詩
へ
─
吉
本
隆
明
『
抒
情
の
論

理
』
を
批
判
す
る
」、『
四
季
派
論
集
』
二
〇
一
一
（
予
定
）。

鈴
木
貞
美
「
江
戸
川
乱
歩
、
眼
の
戦
慄
─
小
説
表
現
の
ヴ
ィ
ジ
ュ
ア
リ
テ
ィ
ー
を

め
ぐ
っ
て
」（『
日
本
研
究
』
第
四
二
集
、
二
〇
一
〇
年
九
月
）。

鈴
木
貞
美
「
小
説
の
小
説
─
そ
の
日
本
的
発
現
」、『
講
座
昭
和
文
学
史
』
第
二
巻

有
精
堂
、
一
九
八
八
。

『
石
川
淳
全
集
』
第
一
巻
、
筑
摩
書
房
、
一
九
八
九
。

『
太
宰
治
全
集
』
第
一
巻
、
筑
摩
書
房
、
一
九
七
五
。

『
小
林
秀
雄
全
集
』
第
二
、
四
、
五
巻
、
新
潮
社
、
二
〇
〇
一
〜
〇
二
。

注（
１
）　

本
稿
はSadam

i Suzuki “R
ew

riting the Literary H
istory of 

Japanese M
odernism

”

に
概
念
編
成
史
の
観
点
な
ど
を
加
え
、
再
編
集
し
た

引
用
・
参
考
文
献
一
覧

Sadam
i Suzuki “R

ew
riting the Literary H

istory of Japanese 

M
odernism

”, translated by M
iri N

akam
ura, P

acific R
im

 

M
odernism

s, ed. M
ary A

nn Gillies, H
eren Sw

ord and Steven T
ao, 

U
niversity of T

oronto Press, 2009, pp.70

─99.

鈴
木
貞
美
『
日
本
の
「
文
学
」
概
念
』
作
品
社
、
一
九
九
八
。『
概
念
』
と
略
記
。

鈴
木
貞
美
『「
日
本
文
学
」
の
成
立
』
作
品
社
、
二
〇
〇
九
。『
成
立
』
と
略
記
。

鈴
木
貞
美
『
日
本
の
「
文
学
」
を
考
え
る
』
角
川
選
書
、
一
九
九
四
。

鈴
木
貞
美
『「
文
藝
春
秋
」
と
ア
ジ
ア
太
平
洋
戦
争
』
武
田
ラ
ン
ダ
ム
ハ
ウ
ス
ジ

ャ
パ
ン
、
二
〇
一
〇
。

織
田
得
能
『
法
華
経
講
義
』
光
融
館
、
一
八
九
九
。

鈴
木
貞
美
「
明
治
期
『
太
陽
』
に
国
民
国
家
主
義
の
変
遷
を
読
む
」、
鈴
木
貞
美

編
『
雑
誌
「
太
陽
」
と
国
民
文
化
の
形
成
』
思
文
閣
出
版
、
二
〇
〇
一
。

『
明
治
文
学
全
集
42
』
筑
摩
書
房
、
一
九
六
六
。

鈴
木
貞
美
『
生
命
観
の
探
究
─
重
層
す
る
危
機
の
な
か
で
』
作
品
社
、
二
〇
〇
七
。

『
探
究
』
と
略
記
。

依
岡
隆
児
「
ド
イ
ツ
・
ハ
イ
ク
の
生
成
と
俳
句
再
評
価
」『
日
本
研
究
』
第
三
八
集
、

二
〇
〇
八
年
一
〇
月
。

『
通
俗
新
文
章
問
答
』
日
本
文
章
学
院
編
、
新
潮
社
、
一
九
一
三
。

鈴
木
貞
美
「『
民
謡
』
の
収
集
を
め
ぐ
っ
て
─
概
念
史
研
究
の
立
場
か
ら
」、
国
際
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日本モダニズム文藝史のために

第
三
八
集
、
二
七
一
頁
を
参
照
。

（
20
）　
『
成
立
』
第
三
章
四
節
を
参
照
。

（
21
）　
『
探
究
』
第
七
章
一
節
を
参
照
。

（
22
）　
『
通
俗　

新
文
章
問
答
』
新
潮
社
、
一
九
一
三
、
八
〇
〜
八
五
頁
を
参
照
。

（
23
）　

鈴
木
貞
美
「『
民
謡
』
の
収
集
を
め
ぐ
っ
て
─
概
念
史
研
究
の
立
場
か
ら
」

二
〇
〇
九
年
日
文
研
海
外
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
於
中
山
大
学
）
報
告
書
、
二
〇
一

一
年
（
予
定
）
を
参
照
。

（
24
）　
『
成
立
』
第
八
章
三
節
を
参
照
。

（
25
）　O

euvres com
pletes de Stephane M

allarm
e, pp.542

─545.

（
26
）　
『
概
念
』
第
11
章
３
節
を
参
照
。

（
27
）　
『
漱
石
全
集
』
第
二
巻
一
四
二
頁
。

（
28
）　
『
成
立
』
第
八
章
を
参
照
。

（
29
）　

鈴
木
貞
美
「
芭
蕉
再
評
価
と
歌
壇
─
『
生
命
の
表
現
』
と
い
う
理
念
」
を

参
照
。

（
30
）　

鈴
木
貞
美
「
三
好
達
治
、
モ
ダ
ニ
ズ
ム
か
ら
戦
争
詩
へ
─
吉
本
隆
明
『
抒

情
の
論
理
』
を
批
判
す
る
」
を
参
照
。

（
31
）　

鈴
木
貞
美
「
江
戸
川
乱
歩
、
眼
の
戦
慄
─
小
説
表
現
の
ヴ
ィ
ジ
ュ
ア
リ
テ

ィ
ー
を
め
ぐ
っ
て
」
を
参
照
。

（
32
）　

鈴
木
貞
美
「
小
説
の
小
説
─
そ
の
日
本
的
発
現
」
を
参
照
。

（
33
）　
『
石
川
淳
全
集
』
第
一
巻
、
一
五
五
頁
。

（
34
）　
『
太
宰
治
全
集
』
第
一
巻
、
三
〇
一
頁
。

（
35
）　
『
小
林
秀
雄
全
集
』
第
四
巻
、
三
八
五
頁

も
の
で
あ
る
。

（
２
）　
『
概
念
』
で
明
ら
か
に
し
た
。

（
３
）　
『
概
念
』
の
見
解
を
『
成
立
』
で
若
干
補
訂
し
た
。

（
４
）　
『
概
念
』
で
明
ら
か
に
し
、『
成
立
』
で
補
訂
し
た
。

（
５
）　

鈴
木
貞
美
『
日
本
の
「
文
学
」
を
考
え
る
』
で
明
ら
か
に
し
、
そ
の
後
の

知
見
を
あ
わ
せ
て
『
成
立
』
第
一
章
で
ま
と
め
な
お
し
た
。
な
お
、
鈴
木
貞
美

『「
文
藝
春
秋
」
と
ア
ジ
ア
太
平
洋
戦
争
』
第
四
章
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
６
）　

織
田
得
能
『
法
華
経
講
義
』「
序
」
二
頁
。『
成
立
』
一
八
二
頁
を
参
照
。

（
７
）　

鈴
木
貞
美
「
明
治
期
『
太
陽
』
に
国
民
国
家
主
義
の
変
遷
を
読
む
」
第
三

章
を
参
照
。

（
８
）　
『
探
究
』
第
五
章
五
節
を
参
照
。

（
９
）　
『
成
立
』
第
二
章
八
節
を
参
照
。

（
10
）　
『
探
究
』
第
六
章
二
節
を
参
照
。

（
11
）　
『
成
立
』
第
二
章
四
節
を
参
照
。

（
12
）　
『
探
究
』
第
三
章
を
参
照
。

（
13
）　
『
明
治
文
学
全
集
42
』
二
〇
四
頁
。

（
14
）　
『
探
究
』
第
三
章
一
節
を
参
照
。

（
15
）　
『
探
究
』
第
五
章
七
節
を
参
照
。

（
16
）　
『
成
立
』
第
三
章
四
節
を
参
照
。

（
17
）　
『
生
命
』
第
七
章
五
節
を
参
照
。

（
18
）　
『
成
立
』
第
八
章
を
参
照
。

（
19
）　

依
岡
隆
児
「
ド
イ
ツ
・
ハ
イ
ク
の
生
成
と
俳
句
再
評
価
」『
日
本
研
究
』



260

（
36
）　

同
前
三
八
二
頁
。

（
37
）　
『
小
林
秀
雄
全
集
』
第
五
巻
、
一
四
〇
頁
。

（
38
）　
『
小
林
秀
雄
全
集
』
第
二
巻
、
三
七
四
頁
。

（
39
）　

鈴
木
貞
美
『「
文
藝
春
秋
」
と
ア
ジ
ア
太
平
洋
戦
争
』
第
四
章
一
節
を
参

照
。


